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年頭のご挨拶

（一社）北九州中小企業団体連合会

　会長　自　見　榮　祐

　平成の幕開けは雲仙の大火砕流でした。
　天災の規模が年々大きくなってきた感じて
すが、平成最後の年は静かに幕引きして新
たな時代を迎えたいものです。昔の人は大
災害があれば天罰が当たった、という感覚
がどこかにあって、打ちのめされながらも、
身を律して再起に立ち向かったはずです。
　昨今は天罰などという価値観は消え果
て、何かにつけ人災だ、人災だ、の大合唱
になります。もちろんそれはそれで、必要
な価値観ですが自らの精神を立て直す、と
いう意味では少し淋しい気もします。対象
が天であれ、神であっても畏れ敬う対象も
必要なのではないでしょうか。大きな自然
の恵みと大きな災害に共に付き合うこの国
の国民としては。
　昨日は商工会議所の賀詞交歓会でした。
恒例のインタビューで今年のキーワードに
私は革命の革の字を書きましたが、これは
政権を倒そう、という意味ではありませ
ん。新たにする、という意味の文字ですか
ら、あらゆる場所でこの国を作り変える意
欲をもちましょう、という意味です。
　「中小企業はIoTやAIやビックデータを
利用して生産性を上げなさい」とばかり言
われますが、言ってる本人たちの世界はど
うなんでしょう？立法府、行政府、司法
府、何処を見ても最高の効率で運営されて
いるでしょうか？人工知能に相談して今の

時代に必要な法体系を憲法から地方自治法
に至るまで、矛盾のないように簡明に書き
換えて貰ったら、国の骨幹を為す公的セク
ターが効率化され、優秀な公務員を人材不
足の民間に移動させることも出来るのでは
ないでしょうか？国益よりも省益、の世界
を廃して真の行政改革を成し遂げることこ
そ喫緊の課題と思います。
　中小企業を弱者扱いして、まとめて面倒
見てあげるよ、的な公約を掲げて票集めに
走るような選挙本位民主主義では今後のグ
ローバルな競争世界で勝ち残れません。
　今の子供はパソコンや英語を使いこなす
ことができれば、世界中、どこででも生き
てゆける、という考えもあるでしょうが、
金融資本主義の大波にもまれるグローバリ
ズムと、一転した保護主義の狭間の中で、
古来の日本人とは、という問い直しも必要
ではないでしょうか。働き方改革、と言わ
れても、生きること、は即働くこと、で、
どんな過重な労働であっても、他人とのか
かわりの中でそこで得られる達成感や満足
感や苦痛すらもがこの世の規範や道徳律を
育てるのでは、と思うし、そういうネット
ワークが残っているのが中小企業の世界か
と思いますので、自信喪失することなく頑
張りましょう！売り手よし、買い手よし、
世間よし、ですが今は買い手優位社会で、
価値＝価格が定着してくれないとですね。
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年頭のご挨拶

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、ミクニワールドスタジアム北九
州やリニューアルした美術館のオープン、
大型クルーズ船の寄港や国際定期航空路線
の増便などにより、多くの方々にご来北い
ただき、まちの彩りがより豊かになりまし
た。
　10月には、天皇皇后両陛下に行幸啓いた
だいたことをはじめ、明るい話題の多い一
年でした。
　今年も、地域経済の活性化、文化やス
ポーツの振興などに取り組み、にぎわいと
活力に溢れる元気な北九州市を目指してま
いります。
　まず、暮らしの面では、一人ひとりの子
どもに寄り添った支援を充実させ、「子育て
日本一を実感できるまち」の実現を目指し
ます。
　また、健康寿命の延伸や生涯活躍の促
進、地域包括ケアシステムの構築などに取
り組み、「共生のまちづくり」を進めます。
　さらに、総合的な防災体制を充実強化
し、地域での防犯活動の推進などにより、
日本トップクラスの安全・安心なまちを目
指します。
　産業振興の面では、介護ロボット等を活
用した先進的介護の実証や響灘での洋上風

力発電拠点化など、ものづくりや環境分野
での事業を強力に進めるとともに、中小企
業の事業継承や生産性向上への支援を行い
ます。
　さらに、昨年締結したフィリピンのダバ
オ市との環境姉妹都市（グリーン・シス
ター・シティ）提携を機に、都市インフラ
システムの輸出を更に進めます。
　また、女性や中高年齢者の支援に加え、
若者の地元就職などを促進し、第二新卒や
セカンドキャリア、外国の高度人材など、
多様な働き手が活躍できる社会を作ってい
きます。
　文化やスポーツ振興の面では、漫画や映
画といったクールジャパンの魅力に磨きを
かけ、国際的な文化都市として発信力を強
めるとともに、東京オリンピック・パラリ
ンピック競技大会などのキャンプ地誘致、
キャンプ相手国との交流などを進めます。
　これらの事業を支える持続可能で安定的
な財政基盤を確立するため、行財政改革に
も着実に取り組みます。
　今年は、北九州市が誕生して55周年を迎
えます。まちのにぎわいを生む記念事業を
行い、市民の皆様とお祝いするとともに、
「住みよいまち・北九州市」の魅力を国内
外に伝えていく一年としてまいります。

北九州市長

　　　　北　橋　健　治
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北九州市長へ「要望書」を提出
　平成29年11月21日（火）、自見会長を始め池田、安心院、梯、富澤の各副会長が出席
し、自見会長から北橋市長へ「平成30年度北九州市に対する中小企業対策に関する要望書」
を手交しました。
　この要望書は、北中連の４部会、２委員会において提案された要望、意見を集約し、正副
会長会および理事会で検討を加えて承認されたものです。
　当日は、北橋市長を始め加茂野産業経済局長、岩見新成長戦略推進部長、北野中小企業振
興課長の出席の下、北九州空港の活用、東九州自動車道の２車線化、スペースワールド跡地
の活用、女性が働きやすくなる環境整備、人手不足への対応などについて幅広く意見交換が
行われました。
　なお、要望事項は、９分野37項目で内容は次のとおりです。

平成30年度　北九州市に対する
中小企業対策に関する要望

［総合対策］
１�　市内事業所の99％、従業員数の８割を
占める中小企業は、本市経済の発展と活
力の源である。市においては「北九州市
中小企業振興条例」の基本理念に則り、
中小企業が安心して事業が継続できるよ
う、金融、税制などを含めた総合的な中
小企業施策の実施と予算の確保を行って
いただきたい。
　�　また、国に対して、早急かつ的確な景
気対策と税制改革を実行すべく、積極的
に働きかけていただきたい。

［地域振興対策］
２�　市内の消費拡大に向けてクルーズ客船

寄港の誘致活動を、引き続き積極的に行っ
ていただきたい。一方、世界遺産（官営八
幡製鐵所関連施設、戸畑祇園大山笠）など
の本市の観光資源の魅力を国内外の観光
客へ発信し、本市の魅力アップと消費拡大
につなげるよう取り組んでいただきたい。
３�　「産業観光」は、ものづくりの街である
本市の特徴を表した事業であり、現在行
なっているTOTO、安川電機、シャボン
玉石けん等に続く、特徴ある中小企業の
発掘に努め、本市の特性を活かした観光
の振興を加速化させるとともに、本市のイ
メージアップと広報に努めていただきたい。
４�　北九州空港のポテンシャルを活かした、
国際線・国内線の更なる誘致、LCCや国
際線誘致のための国際線ターミナル機能の
充実、2020年東京オリンピック・パラリン
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ピックによる観光客の回遊性を高めるため
の滑走路延伸（3,000ｍ化）の実現、時間
帯を考慮した路線の新設、福岡都心部と
結ぶリムジンバスや北九州空港エアポート
バスの増便、軌道系交通手段の調査着手
など、利用客の利便性の向上について、
福岡県と連携して推進していただきたい。
５�　平成28年４月に東九州自動車道の椎田
南～豊前間が開通したが、片側１車線の
最高速度は時速70kmに制限されており、
高速道路といえる状況にない。形だけの
全線開通に拘らず費用対効果の考え方を
取り入れ、北九州と大分県内までの早急
な片側２車線化を、関係機関と連携し実
施していただきたい。

［工業振興対策］
６�　関東（東京ビッグサイト）、関西（イン
テックス大阪）、中部（メッセナゴヤ・ポー
トメッセなごや）地区で開催される全国規
模の展示会等への出展は、北九州市の知
名度向上を図るとともに、技術力や製品力
を有する市内の中小企業が域外に販路開
拓を図る上で有効な手段となっている。各
地で開催される大規模展示会への出展助
成を充実して実施していただきたい。
７�　市内の工業団地は、ものづくり産業の
中核であり、地域の顔ともなっている。さ
らに、最近は産業観光の振興により海外
を含めて来客も多く訪れているので、道
路等を含めた工業団地周辺の環境整備を
行っていただきたい。
８�　製造業における電気料金の高低は、製
造コストに大きな影響を与える。良質で廉
価な電力の安定供給及び地球の温暖化抑
制の観点から、安全基準を満たした原発
の再稼働を早急に行うよう、国や電力事
業者に積極的に働きかけていただきたい。

［商業振興対策］
９�　スペースワールドの閉園に伴う跡地に
は大型商業施設が進出すると言われてお
り、売上の減少や人手不足が市内全域の
商店街等に及ぶことは容易に想像できる。
市においては、早急に商店街の市場調査
を実施し、その結果に基づき商店街等の
意見も踏まえた新たな商店街の支援策の
実施をお願いしたい。

10�　市では「商店街空き店舗活用事業」で
商店街への新規の起業者の呼び込みを
図っているが、同事業には、「１階部分」や
「昼間の営業を行う店舗に限る」などの制
約がある。より多くの起業者が利用できる
ように制約を排除し、活用の範囲を広げ
ていただきたい。
11�　プレミアム付商品券発行支援事業は、多
くの商店街で取組まれ、商店街や市場、地
域の活性化に直接結び付く有効な支援策
であることから、県とも連携して、引き続
き予算の確保・充実を図っていただきたい。
12�　リノベーションスクールを中核とするリ
ノベーションまちづくりは、北九州市が
発祥の地であり、現在でも、多くの団体
や個人が訪れているが、市ではこのリノ
ベーションスクール事業を29年度に廃止
している。市内の魚町地区以外でもリノ
ベーションまちづくりを行う団体も増えて
きたので、それらを後押しするためにも
リノベーションスクールを中核とするリノ
ベーションまちづくりに対する予算の確保
と支援の拡充を図っていただきたい。
13�　市の人口は、昭和54年をピークに減少
しており、この傾向は今後も続くものと思
われる。定住人口の減少を補うため、域
外からの顧客や観光客など交流人口を増
やす必要がある。更なるインバウンド需要
の喚起と地元消費を促進するため予算の
確保をしていただきたい。
14�　小倉駅周辺の商店街では、飲食店の客
引きの存在が目に余る状況にあり、市外
からの来訪者に対する市のイメージダウ
ンは甚だしいものがある。県の迷惑行為
防止条例でも執拗な方法での付きまとい
などには対処できるので、条例の適切な
運用を望むとともに、客引きへの道路使
用許可には各商店街関係者の同意や客引
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きに対する誓約書の添付を義務付けるな
ど、改善を図っていただきたい。
15�　旧小倉ホテルの跡地については、一部
を広場として整備すると聞いているが、
広場の管理・運営は民間の連携などの手
法も含め、合理的な方式で実施していた
だきたい。
16�　商店街が地域の活性化や顧客の利便性
向上のために実施する「歩行者天国」な
どイベントで使用する道路の占用許可
は、国家戦略特区を活用し規制を緩和し
ていただきたい。

［受注対策］
　市民の安全・安心確保のために必要な社
会資本整備に関する予算を確保するととも
に、従業員の土木・建設技術を向上させ、
中小建設業及び関連業者が夢と希望を持っ
て働けるような公共工事にするため、毎年、
閣議決定されている「中小企業者に関する
国等の契約の基本方針」や「公共工事の品
質確保の促進に関する法律」を遵守し、以
下の施策を継続して実施していただきたい。
17�　「中小企業者に関する国等の契約の基本
方針」に則り、官公需適格組合を始めと
する事業協同組合等の受注機会の増大を
図るとともに、引き続き、窓口の契約担当
者に周知徹底していただきたい。
18�　地元中小建設業の受注機会の拡大と専
門業者育成の面からも、土木・建築工事
において塗装、防水など専門業者で施工
できる工事については、引き続き、専門
業者への分離発注に努めていただきたい。
19�　適正な利潤が確保できるように最低制
限価格を設計価格の93％までに引き上げ
ていただきたい。
20�　市による建設関連業等に対する「中小
企業人材確保支援助成金」「建設業戦略的
経営支援事業」「各種セミナー」などの支
援策は、引き続き実施していただきたい。
21�　伝票工事の限度額200万円を300万円に
引き上げるよう国に積極的に働きかけると
ともに、添付書類の簡素化を一層進めて
いただきたい。
22�　現在の総合評価方式では新規事業者
の参加が困難なので、「国等の契約の基本
方針」に則り、少額随意契約の際には、
過度に実績を求めることなく、新規事業

者を見積先に含め、新規事業者の育成を
図っていただきたい。
23�　建設工事において、各地域での年間発
注量を考慮しながら、地元業者の技術力
の向上・企業の育成を図るため、一部の
工事にＡランクでもＢランク並みの地域性
を考慮した入札を行っていただきたい。

［金融税制対策］
24�　自治体の制度融資は、中小企業にとっ
て重要な資金の調達先である。借り入れ
る企業としては信用保証協会の保証料を
含めた額が実質負担となる。市では、貸
付利率の低減や保証料の一部補てんなど
を行っているが、引き続き実質的な金利
負担の低減を図っていただきたい。
25�　事業所等の合計床面積及び従業者の
給与総額を課税標準とする事業所税は、
固定資産税や都市計画税も徴収されるな
か、中小企業に与える影響は大きい。免
税点（1,000㎡→3,000㎡、100人→200人）
を引き上げるか、若しくは中小企業には
免除措置を行っていただきたい。
26�　地域経済を支える中小企業等に対し
て行われている法人税率の軽減（19％
→15％）は、30年度末まで延長されたが、
更に税率を引き下げるよう国に積極的に
働きかけていただきたい。
27�　交際費課税の特例措置により中小企業
における交際費の定額控除限度額（800万
円）の適用は30年度まで延長されたが、
政策目的の効果を上げるため、全額を交
際費として経費計上できるよう国に働きか
けていただきたい。
28�　資本金や支払い給与等の企業規模を課
税対象とする外形標準課税は、地域経済
や雇用を支える中小企業にとっては、大
変な負担増となり企業経営への影響も大
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きいので、中小企業への適用拡大を行わ
ないよう国に強く働きかけていただきたい。
29�　団地組合の一体化を保証するため、組
合員の倒産等により、団地内不動産を組
合が一時取得する場合の登録免許税・不
動産取得税を非課税にするよう国・県に
積極的に働きかけていただきたい。
30�　セーフティネット保証は中小企業を支
援する重要な施策である。景気回復に伴
い年々、対象業種が減少し、29年度第３
四半期は161業種となっている。地域の中
小企業は人件費や原材料価格の高騰の影
響を受けやすく、同業種においても企業
間格差が大きいので、対象業種の指定に
ついては、拡大するよう国に積極的に働
きかけていただきたい。

［労働対策］
31�　市内の有効求人倍率は１倍を超え売り
手市場が続いており、人材確保の実態調
査においても、多くの企業が人手不足や
求人機関からの紹介がないなどを訴えて
おり、市内の多くの中小企業で人材の確
保に苦慮している。引き続き中小企業に直
接訪問して、経営者などの生の声を聴取
する実態調査を行い、人材確保のための
支援策を立案、実施していただきたい。
32�　景気が回復傾向にあるため、中小企業
の人材確保はますます厳しい状況に置か
れている。
　�　市では、地元中小企業への理解を深め
るため、会社合同説明会、学校の就職担
当職員と中小企業人事担当者との情報交
換会、企業見学バスツアーの開催や「キ
タキュー就職ナビ」の運営など、新卒者
や若年者が地元の中小企業に就職したく
なるような施策を実施しているが、これら
のきめ細かな実施と広報・周知を図り、
地元中小企業の人材確保を支援していた
だきたい。
33�　我が国のものづくり中小企業の優れた
技術・技能は、我が国産業の国際競争力
の強化に貢献するとともに、新製品・新
技術開発や新たな産業を創出する基盤と
もなっている。「北九州マイスター制度」、
「北九州マイスター匠塾」、「匠に学ぶ技能
講習会」など、市内のものづくり中小企
業の技術技能、ノウハウが衰退すること

なく円滑に継承が図られるような人材育
成の支援策を継続実施していただきたい。
また、市が開催している「実学ナレッジ
セミナー」など人材育成支援の研修会・
講習会などは継続実施していただきたい。

［環境対策］
34�　「環境未来都市」や「グリーンアジア国
際戦略総合特区」の指定を受け、環境に
やさしい街づくりのため、究極のクリー
ンエネルギーとして注目されている水素
社会の創造を目指して、水素エネルギー
活用の動機付けや普及促進を図るととも
に、特に、水素関連産業の育成を図って
いただきたい。
35�　エコアクション21認証取得は中小企業
の環境対策と経営改善に大きく貢献して
おり、現在行っている無料セミナーの開
催や優遇策などについては、引き続き積
極的な広報と更なる支援策を講じていた
だきたい。
36�　「グリーンエネルギーポートひびき」事
業の推進により、洋上風力発電プロジェ
クトが進められているが、洋上風力産業
の裾野は広く、製造業のみならず、輸送
業、海洋産業、セキュリティ産業など多
岐の分野に渡っている。事業に対応でき
るような地場企業の育成や地場中小企業
の事業への参画を図っていただきたい。

［北中連関係］
37�　本連合会は、昭和29年の設立以来、62
年間、北九州地域の中小企業支援と地域
振興に積極的に取り組んできた。今後も北
九州市が実施する各種中小企業施策に、
市と連携し積極的に取り組む所存である
ので、引き続き本連合会に対し委託事業
の発注など特段の配慮をお願いしたい。
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福岡県知事へ「要望書」を提出
　平成29年11月30日（木）、自見会長を始め池田、安心院、松本、梯の各副会長が出席
し、福岡県庁の商工部長室において、自見会長から小島商工部長へ知事あての「平成30年
度北九州地域の中小企業対策に関する要望書」を手交しました。
　この要望書は、北中連の４部会（工業、商業、建設関連、サービス・その他）、２委員会

（金融税制・情報）において提案された要望や意見を集約し、正副会長会および理事会にお
いて検討を加え承認されたものです。
　当日は、小島商工部長を始め古川中小企業振興課長、末信企画監の出席の下、インバウン
ドの回遊性向上、建設関連の地元発注及び分離・分割発注の促進、プレミアム商品券発行事
業の継続、人手不足への対応、高度化事業の検討、北九州空港の活用などについて、幅広く
意見交換が行われました。
　なお、要望事項は10分野22項目で、内容は次のとおりです。

平成30年度 福岡県に対する
中小企業対策に関する要望

［総合対策］
１�　県内事業所の99％、従業員数の８割を占
める中小企業は、本県経済の発展と活力の
源である。県においては「福岡県中小企業
振興条例」の基本理念に則り、中小企業
が安心して事業が継続できるよう、金融、
税制などを含めた総合的な中小企業施策の
実施と予算の確保を行っていただきたい。
　�　また、国に対して、早急かつ的確な景
気対策と税制改革を実行すべく、積極的
に働きかけていただきたい。

［地域振興対策］
２�　北九州空港のポテンシャルを活かし

た、国際線・国内線の更なる誘致、LCC
や国際線誘致のための国際線ターミナル
機能の充実、2020年東京オリンピック・
パラリンピックによる観光客の回遊性を高
めるための滑走路延伸（3,000ｍ化）の実
現、時間帯を考慮した路線の新設、福岡
都心部と結ぶリムジンバスや北九州空港
エアポートバスの増便、軌道系交通手段
の調査着手など、利用客の利便性の向上
について、北九州市、福岡市と連携して
推進していただきたい。
３�　平成28年４月に東九州自動車道の椎田
南～豊前間が開通したが、片側１車線の
最高速度は時速70kmに制限されており、
高速道路といえる状況にない。形だけの
全線開通に拘らず費用対効果の考え方を
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取り入れ、北九州と大分県内辺りまでの
早急な片側２車線化を、関係機関と連携
し実施していただきたい。

［工業振興対策］
４�　製造業における電気料金の高低は、製
造コストに大きな影響を与える。良質で廉
価な電力の安定供給及び地球の温暖化抑
制の観点から、安全基準を満たした原発
の再稼働を早急に行うよう、国や電力事
業者に積極的に働きかけていただきたい。

［商業振興対策］
５�　プレミアム付商品券発行事業は、多く
の商店街で取組まれ、商店街や市場、地
域の活性化に直接結び付く有効な支援策
であるから、引き続き予算の確保・充実を
図っていただきたい。
６�　国内の観光市場は、少子高齢化などで減
少傾向にあるが、一方、県内への外国人観
光客は300万人を超える勢いである。また、
外国人観光客の目的も体験型に変化するな
ど多様化してきている。そこで、さらにイ
ンバウンド需要を喚起し、北九州地区への
受入れ体制の強化に取組んでいただきたい。

［受注対策］
　県民の安全・安心確保のために必要な社
会資本整備に関する予算を確保するととも
に、従業員の土木・建設技術を向上させ、
中小建設業及び関連業者が夢と希望を持っ
て働けるような公共工事にするため、毎年、
閣議決定されている「中小企業者に関する
国等の契約の基本方針」や「公共工事の品
質確保の促進に関する法律」を遵守し、以
下の施策を継続して実施していただきたい。
７�　「中小企業者に関する国等の契約の基本
方針」に則り、官公需適格組合を始めと
する事業協同組合等の受注機会の増大を
図るとともに、引き続き窓口の契約担当者
に周知徹底していただきたい。
８�　地元中小建設業の受注機会の拡大と専
門業者育成の面からも、土木・建築工事
において塗装、防水など専門業者で施工
できる工事については、引き続き専門業者
への分離発注に努めていただきたい。
９�　随意契約の限度額を250万円から350万
円に引き上げるよう地方自治法施行令の

改正について、国に積極的に働きかける
とともに、添付書類の簡素化をより一層進
めていただきたい。

［金融税制対策］
10�　自治体の制度融資は、中小企業にとっ
て重要な資金の調達先であり、借り入れ
る企業としては信用保証協会の保証料を
含めた額が金利負担となる。県では、貸
付利率及び保証料の低減や保証料の一部
補助などを行っているが、引き続き実質的
な金利負担の低減を図っていただきたい。
11�　地域経済を支える中小企業等に対し
て行われている法人税率の軽減（19％
→15％）は、30年度末まで延長されたが、
更に税率を引き下げるよう国に働きかけて
いただきたい。
12�　交際費課税の特例措置により中小企業
における交際費の定額控除限度額（800万
円）の適用は30年度まで延長されたが、
政策目的の効果を上げるため、全額を交
際費として経費計上できるよう国に働きか
けていただきたい。
13�　資本金や支払い給与等の企業規模を課
税対象とする外形標準課税は、地域経済
や雇用を支える中小企業にとっては、大
変な負担増となり企業経営への影響も大
きいので、中小企業への適用拡大を行わ
ないよう国に強く働きかけていただきたい。
14�　セーフティネット保証は中小企業を支
援する重要な施策である。景気回復に伴
い年々、対象業種が減少し、29年度第３
四半期は161業種となっている。地域の中
小企業は人件費や原材料価格の高騰の影
響を受けやすく、同業種においても企業
間格差が大きいので、対象業種の指定に
ついては、拡大するよう国に積極的に働
きかけていただきたい。
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［高度化資金対策］
　昭和42年、当時の中小企業振興事業団が
始めた高度化事業は、県が貸出窓口となり
国、県の政策金融を担う事業ですが、福岡
県においても主に公害防除の観点から、住
宅地と工場の混在を解決すべく、多くの工場
団地が、県の主導の下造成されました。この
事業は従来の都市計画事業と異なり、国、
県の資金を使って低金利で融資するという
形態で、一切の補償や補助もなく大きな成果
を上げた事業かと思います。但し、借り手側
には問題を残されたままの状況が続いてお
り、以下の改善を実施していただきたい。
15�　例えば、大牟田工業団地協同組合では
総額100億円近い借入を行いましたが、総
額に対して組合員全員が金銭消費貸借契
約書の連帯保証人の捺印を取られていま
す。当時は印鑑を押させる方も押した方
も、実質的に保証人から取り立てる、あ
るいは肩代わりを承知するなど、全く考え
もしない状況での捺印でしたが、時が経
てば残っているのは約定書のみ、というこ
とで、金融の世界では保証債務を有する
ことは大変なマイナス要因となるのでこれ
を解消していただきたい。
16�　法の定める、破産法に則って破産整理
が済んだ組合員の借り入れ分についても
書類上の借入窓口の組合が存続する以
上、県は償却できない、という不合理が
あります。破産当事者以上に組合員に迷
惑が掛かっているという現状があり、国と
協議しこれを解決していただきたい。
17�　平成17年度に高度化事業について、会
計検査院が国会の要請を受け検査してい
ますが、回収不能と認められる債権につ
いては、償却を適時に行うことが必要、
という意見を検査院が発しており、この
対応を県が主導して早急に実施していた
だきたい。
18�　現状、諸般の事情から高度化事業に積
極的に取り組んでいない県が多い中、福
岡県は実績としても大きなものがあります
し、あらゆる世界で財源不足が問題の世
の中で、国の資金を100億円単位で使える
制度は地方中小企業にとって、大変有意
義なものと思われます。中小機構とじっく
り手を組んで今後の前向きの活用を是非
ご検討いただきたい。

［労働対策］
19�　景気が回復傾向にあるため、中小企業
の人材確保はますます厳しい状況に置か
れている。
　�　県では、地元中小企業への理解を深め
るため、高校の進路指導教員と地元企業
の経営者・人事担当者との交流会、大学
等と地元企業の就職情報交換会など、新
卒者や若年者が地元の中小企業に就職し
たくなるような施策を実施しているが、こ
れらのきめ細かな実施と広報・周知を図
り、地元中小企業の人材確保を支援して
いただきたい。
20�　厳しい経営状況にある中小企業では、
社内にて従業員を教育する資金的、時間
的な余裕がないため、即戦力となる人材
を求めている。電気、溶接、機械、建築
などの基礎的な技術習得者を育成し社会
に送り出すため、工業高校や専門学校等
のカリキュラムの充実と教師のレベルアッ
プを図っていただきたい。

［環境対策］
21�　エコアクション21認証取得は中小企業
の環境対策と経営改善に大きく貢献して
おり、現在行っている無料セミナーの開
催や優遇策などについては、引き続き積
極的な広報と更なる支援策を講じていた
だきたい。

［北中連関係］
22�　本連合会は、昭和29年の設立以来、
62年間、北九州地域の中小企業支援と地
域振興に積極的に取り組んできた。今後
も県が実施する各種中小企業施策に、県
と連携し積極的に取り組む所存であるの
で、本連合会に対し委託事業の発注など
特段の配慮をお願いしたい。
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北中連 理事会・正副会長会

第３回理事会
　９月28日（木）15時から北九州市立商工
貿易会館６階会議室において、理事11名、
監事２名の出席のもと、平成29年度第３回
理事会が開催された。
　自見会長が挨拶の後、議長となり議事に
入った。
　事業報告（各種経過報告）、議事録署名人
（自見会長、杉岡、井上監事）の選任を行い、
第２号事案　平成29年度下半期行事計画、
第３号議案　部会・委員会の開催報告、第
４号議案　平成30年度中小企業対策の県・
市に対する要望のとりまとめ、第５号議案　
脱退の承認を審議し、全て承認する。
　続いて、北九州市からの委託事業である
「人材確保支援及び正規雇用促進事業」の内
容と実績報告及び事業への協力要請、10月26
日に長野県松本市のキッセイ文化ホールで開
催される第69回中小企業団体全国大会への参
加要請について説明があり理事会を閉会した。

第４回理事会
　12月７日（木）18時から稚加榮小倉店に
おいて、理事12名、監事２名の出席のもと
第４回理事会が開催された。自見会長が挨
拶の後、議長となり議事に入った。
　議事録署名人（自見会長、山岡、井上監
事）の選任を行い、続いて、各種経過報告、
福岡県及び北九州市に対する平成30年度中
小企業対策の要望・陳情活動の報告、就業
規則の一部改定、新春講演・交流会の予定
などについて、説明及び討議を行い、全て
承認し理事会を閉会した。
　引き続き、北橋市長、岩見新成長戦略推
進部長、北野中小企業振興課長、北中連顧
問の市川商工中金北九州支店長、福田前会
長、和田相談役、瀬口参与をお招きし、交
流会を行い、和やかな雰囲気の中で情報交
換と交流を深め池田北中連副会長の中締め
で閉会した。

第２回正副会長会
　９月28日（木）13時30分から北九州市立
商工貿易会館６階会議室において、自見
会長、池田、安心院、松本、梯、富澤各
副会長の出席のもと正副会長会が開催さ
れ、自見会長が議長となり審議に入った。
　理事会提出議案を審議の後、その他の

事項として、昨年度要望した北九州市に
対する要望の回答、10月26日（木） 長野県
松本市のキッセイ文化ホールで開催され
る第69回中小企業団体全国大会への出席
要請、県、市に対する30年度の要望陳情
への出席、天皇皇后奉迎行事などについ
て説明及び討議を行った。
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北中連金融税制委員会

　７月19日（水）10時00分から、北九州市
立商工貿易会館会議室において、委員など
９名の出席のもと金融税制委員会が開催さ
れた。
　部会に先立ち市の中小企業振興課の北野
課長から「市の融資制度の改正点につい
て」、商工中金北九州支店営業企画課の上
岡課長から「商工中金の融資について」説
明を受けた。
　会議では、昨年度の県、市に対する要望
陳情の経過報告及び回答について種々説明
が行われた。
　委員からは、都市間競争で生き残るため
には地元の中小企業に対して市税の免税策
が必要、税については国・県の所管でも要
望する、セーフティネットの条件緩和・業

種の拡大、などについて意見や要望が出さ
れた。

　７月19日（水）９時00分から、北九州市
立商工貿易会館会議室において、委員３
名、オブザーバー４名が出席して建設関連
部会が開催された。
　部会に先立ち市の工業・建設業支援担当
係の菅係長から「平成29年度建設関連施策
について」説明を受けた。
　会議では昨年度の県、市に対する要望陳
情の経過報告及び回答について種々説明が
行われた。
　続いて、委員からは、小規模事業者の社
会保険加入問題、公共工事受注での提出書
類の多すぎ、これだけ人手不足なのに賃金
が上がらない、市の入札制度は国に準じて
全く変わっていない、新卒者に仕事の魅力
を伝える事業を行っているが効果がない、

などの意見や要望が出された。

北中連建設関連部会
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　７月24日（月）16時30分からホテルニュー
タガワの会議室において、委員18名、オブ
ザーバー４名が出席のもと、工業部会が開
催された。
　部会に先立ち市の中小企業振興課の菅係
長から「平成29年度工業関係施策について」
説明を受けた。
　会議では、昨年度の県、市に対する要望
陳情の経過報告及び回答について種々説明
が行われ、続いて平成30年度要望について
意見交換を行った。
　そのなかで、企業見学会には来るが就職
に結びつかないなど人材の確保、外国人労
働者の期間延長（３年⇒５年）を含めた制
度の見直し、時間帯を考慮した北九州空港
の路線新設、費用対効果を考慮した東九州

自動車道の早急な２車線化などの意見や要
望が出された。

北中連工業部会

北中連商業部会

　８月９日（水）13時30分から、北九州市
立商工貿易会館会議室において、委員４
名、オブザーバー５名の出席のもと商業部
会が開催された。
　部会に先立ち市の商業振興係の三堀係長
から「平成29年度予算概要（商業施策）に
ついて」、中小企業係の徳永係長から「平
成29年度予算概要（中小企業施策）につい
て」説明を受けた。
　会議では、昨年度の県、市に対する要望
陳情の経過報告及び回答について種々説明
が行われた。続いての意見交換では、ス
ペースワールドの存続、又はテーマパーク
の更新、大型商業核の進出反対、雇用環境
が厳しい中パート・アルバイトの賃金上昇
が懸念されるので行政の対応を、新しい労

働力の掘起しは難しく既存の労働力が奪わ
れる、反対だけでは難しいので独自案を提
示、イメージダウンになる商店街における
飲食店の客引き規制、回遊性向上のため土
日の歩行者天国の実施、などの意見や要望
が出された。
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北中連サービス業その他業種部会

　８月９日（水）15時00分から、北九州市
立商工貿易会館会議室において、委員など
８名が出席してサービス業その他業種部会
が開催された。
　部会に先立ち市の石松サービス産業政策
係長から「北九州市の施策について」説明
を受けた。
　会議では昨年度の県、市に対する要望陳
情の経過報告及び回答について種々説明が
行われた。
　委員からは、ビル清掃や大型運転手の募
集活動を行っているが集まらない、外国人
を雇用したが生活習慣の違いから雇用は結
構難しい、大型トラックの運転手は給料が

良いので女性の大型免許取得者が増えてい
る、ビルメンテ業界では仕事は減少してい
るのに業者は増加しており過当競争で苦し
い、など業界の現状報告、および意見や要
望が出された。

市商連　市長へ要望書を提出

　北九州市商業総連合会(市商連）は、11
月１日（水）13時から、北九州市庁舎５階 
第一応接室において、市からは北橋市長、
加茂野産業経済局長、市商連から宮﨑会
長、小松小倉中商連理事長、瀬口理事、吉
村小倉南商連事務局長が出席の下、「スペー
スワールド跡地へのイオン進出について」
の要望書に署名簿（12,000人超）を添えて
市長へ手交した。
　これは、６月の市商連総会において、「ス
ペースワールド跡地利用問題についてイオ
ンが商業施設をつくることに反対する」決
議案が提案され承認されたことにより、７
月に「テーマパークの存続と商業施設の進
出に反対する」決議を行い、同時に「テー
マパークの存続と商業施設進出の反対のお
願い」の署名活動を行い、この度の要望書
の手交となったものです。

　なお、要望事項は次のとおりです。
１　アミューズメント施設を増やす。
２�　インバウンド客を市街地の商店街へ誘
導する施策を講ずる。
３�　市内の商業振興策を検討する委員会な
どを設置する。
４�　市内で発生するイオンの法人税等を北
九州市に納めるようにする。
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福岡県地域経済懇談会

　平成29年８月３日（木）ホテルニュータ
ガワにて、29年度福岡県地域経済懇談会
が、県商工部、県中央会、商工会連合会北
九州支部、北九州商工会議所、北中連など
から40名の出席の下で開催された。
　懇談会は、前田北九州中小企業振興事務
所長の開会の挨拶に続いて、小島県商工部
長が挨拶をされた後、懇談会に入った。
　始めに、田中商工政策課企画広報監から
「福岡県の中小企業振興の取組について」、
中島観光政策課長から「福岡県の観光振興
指針について」詳細な説明がなされた。
　続いて、北九州地域中小企業支援協議会
の重点支援企業の取り組み事例として、株
式会社サン友創作工房の代表取締役武谷昌
典氏が、住む人と一緒に家づくりを目指す
「住まう人の心を大切に、100年住み継がれ
る家づくりを」について、株式会社ゼロプ
ラスの代表取締役須河内美紀氏が、楽天市
場を活用した「福岡の眠れる宝を、全国
へ、世界へ」について発表された。
　意見・要望及び意見交換では、北中連の
松本副会長から「中小企業の人材確保の支
援及び人材育成について」、同じく梯副会
長から「プレミアム付き商品券発行事業の
継続と支援の充実について」、県商工会連
合会北九州支部会長会の今井副会長から
「商品券事業における県・市町・発行団体
による３者における発行額の適正化、運用
の見直し等について」、同じく穴田幹事か
ら「経営革新等事業計画に基づく新事業展
開に取組む事業所に対する県補助金制度等
の予算増と内容拡充」、同じく藤岡監事か

ら「創業補助金等の各種小規模事業者向け
補助金等の拡大について」、北九州商工会
議所の武末中小企業振興課長から「小規模
企業の伴走型支援に向けた支援拡充」、同
じく能美専門相談センター長から「事業承
継の意識醸成と早めの対策実行に向けて、
地域支援機関が一体となった面的支援体制
の構築を図り、事業承継支援施策のみえる
化」、同じく馬渡サービスセンター統括部
長から「福岡県行きたくなる商店街づくり
事業補助金における補助条件の緩和につい
て」意見・要望がなされた。
　その後、各担当課長などから総括的な回
答が述べられ、引き続き意見交換となり、
「外国人技能実習制度の改正」、「プレミアム
商品券の継続検討」、「地域の支援協議会の
専門家活用」、「創業資金融資の活用」など
活発な情報交換が行われた。
　終わりに、小島商工部長が「支援事業に
よる300社の成功モデルづくり、自動車関
連と食品関連の共同開発の事例、北九州空
港を活用した北九州地域の観光振興」など
について話され、前田北九州中小企業振興
事務所長の挨拶で閉会した。
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　福岡県機械金属工業連合会北九州支部は、福機連本部および北中連工業部会の支援を受
け、技術開発、作業改善、生産管理など企業経営の参考に資するため、先進企業視察を行っ
ています。生産現場を見学し、経営者や技術者などと直接意見交換することで、失敗例など
を含め具体的により深く知識を習得できると、参加者から好評を得ています。
　今年度は、10月30日・31日に日本銀行金沢支店長 宮田慶一（元 北九州支店長）氏の紹
介で株式会社明石合銅（石川県白山市）と中村留精密工業株式会社を視察しましたので、そ
の概略を報告します。

《概　要》
創　　　業　昭和21年３月15日
代　表　者　代表取締役会長　明石　巖
従 業 員 数　210人（平成28年９月）
所　在　地　〒924-0011
　　　　　　石川県白山市横江町1484番地
　　　　　　TEL 076-276-5533（代）　FAX 076-276-9139　URL:http://www.akashigo.com
事 業 案 内　�銅合金鋳物、バイメタル製品及び粉末焼結部品の製造、販売
敷 地 面 積　21,697㎡	 　建築面積　11,374㎡
生 産 能 力　銅合金鋳物　200ｔ／月
主 要 製 品　建設機械部品　　　油圧機器部品　　　給湯器具部品　　　各種ポンプ部品
　　　　　　水道関連部品　　　電気接点部品　　　食品機械部品　　　農業機械部品

《沿　革》
昭和21年　３月　初代明石米吉が金沢市内に明石鋳造所を創設
昭和29年　１月　資本金100万円にて株式会社明石鋳造所を設立
昭和45年　10月　機械加工工場を新設
昭和50年　６月　バイメタル製品の製造を開始
昭和52年　３月　現在地へ工場を新設し社名を㈱明石合銅と変更
昭和63年　７月　バイメタル工場を新設
平成９年　10月　ISO9002認証取得
平成13年　２月　ISO14001認証取得
平成15年　11月　ISO9001・2000年度版認証取得
平成18年　３月　元気なモノ作り中小企業300社に選定
平成26年　２月　グローバル・ニッチ・トップ企業100選に認定

先進企業視察（石川県）
　�     福機連北九州支部

◆株式会社 明石合銅
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高圧高速をささえる材料革命へ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
独創的な複合材料AGバイメタル
　AGバイメタルは、鋼の持つ高い引張り強さと疲労強度に、銅合金特有の耐焼付性、耐摩耗
性を兼ねそなえた理想の複合材料として開発された。鉄と銅の原子が拡散した状態で結合し、
その溶着強度は、銅合金自体の材料強度を上まわっている。高錫鉛青銅や生分解性油対応型高
錫鉛青銅は、当社が独自に開発した特殊合金である。耐焼付性、耐摩耗性に優れたこの合金と
鋼などを組み合わせたAGバイメタルは、高圧高速の極めて苛酷な条件でも、安心して使用する
ことができる。また、各種銅合金と炭素鋼、ダクタイル鋳鉄、鋳鋼、特殊鋼などとの自由な組
み合わせの選択が可能である。したがって、複雑な形状の鋳物の一部に銅合金を溶着させ、こ
れまで考えられなかった新しい機構の設計を実現し、大幅なコストダウンを達成する。最近で
は、環境対応型の鉛フリー摺動材の開発にも力を入れ、すでに実用化の段階を迎えている。

AGバイメタル油圧製品　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今日の油圧機器は、ますます小型化が進み、さらに450bar、3000rpmを超える高圧高速下で
の使用が要求されている。
　アキシャル・ピストンポンプ・モーター用のシリンダーブロックの分野では、押しのけ容量10
㎤/revから1000㎤/revまで、さまざまな
サイズの製品が生産され、国内外で広く
使用されている。
　いずれも非常に苛酷な条件のもとで使
われるため、通常の検査に加えて、超音波
や磁気による非破壊探傷検査が行われる。

銅合金鋳物　　   　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　銅合金鋳物は、耐蝕性、耐摩耗性に優れ、電気伝導度が高く、さまざまな分野で重要部品
として使われている。中子をいくつも組み合わせた複雑で難度の高い銅合金鋳物は、特に高
い評価を受けている。
　つねに市場ニーズに対応した多品種、短納期、コストダウンに正面から取り組んでおり、
最近は、有害な鉛を含まない鉛フリーの銅合金鋳物生産が増加している。

生産品目
●建設機械用の軸受
●�ガス器具、電気温水器用のバルブ・
コック類	 	 	
●ポンプのケーシング、羽根車
●配管継手や量水器、減圧弁のケース
●電線の固定金具

粉末焼結軸受　   　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　BMRCブッシュは、鉄系パイプ材料の内径に銅合金粉末焼結体を接合させ、そこに特殊な
潤滑油を含浸させた、粉末焼結バイメタル含油軸受で、優れた自己潤滑性を持つと同時に、
鉄系バックメタルが高い強度を保証する。
　高荷重や衝撃荷重を受けるパワーショベルのアー
ムやブームの関節部分の軸受として使用され、建設
機械のメンテナンス・フリーに貢献している。
　また、OMRFブッシュは、鉄系粉末をベース
にした焼結体に、特殊な潤滑油を含浸させた含
油軸受で、安定した自己潤滑性と強度を持ち、
BMRCブッシュと同じような用途に使われる。
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品質保証　　　   　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　当社の品質システムの活動内容を積極的に開示して、顧客の
信頼を得ることが品質保証の基本で、国際品質規格ISO9000シ
リーズに基づいて構築された当社の品質システムは、明確な責
任と権限のもとで機能している。必要に応じて、各種計測機器
による寸法測定や、種々の試験装置を用いた材料試験、成分分
析、組織観察、また超音波探傷機や磁気探傷機を使った非破壊
検査が実施され、つねに高い品質水準が維持されている。

環境マネージメント   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　自然と人とが共生できる持続可能な社会の実現をめざして、
当社はこの業界で先駆けてISO14000シリーズの認証を取得し
た。素形材産業は一般的に、エネルギーを大量に消費するが、
その中にあって、AGバイメタルや銅合金鋳物の製造方法を革新
し、環境負荷のより少ない新しい技術の開発に挑戦している。
環境方針を定め、省エネ、廃棄物の減量化と分別・リサイク
ル、資源の節減、職場のグリーン化、社員への環境教育の促進
に取り組んでいる。

スマイルJIT   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　当社のモノづくりの基本は、JIT生産方式にある。ムダを省
く思想と技術から５Sが始まり、流れ生産と作業の標準化を追
求した結果、多能工が育ち、品質意識が高まった。モノづくり
は人が育ってはじめて、目標とする品質・価格・納期を達成す
ることができる。現場・現物・現実を直視する三現主義。ここ
から全員参加で、毎月300件以上の提案が実施され、効果の大
きなものに対しては、金・銀・銅・鉄の４つの賞で表彰する。
このように社員の一人ひとりが笑顔で主体的に取り組む改革活
動がスマイルJITなのである。

バイメタルの機械加工　   　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　鋼に銅合金を溶着する前加工工程では、鋼のロール材や鍛造
素材をCNC旋盤とマシニングセンターを使って機械加工する。
バイメタル製品の仕上げ加工では、ミクロンオーダーの精度
が要求される。高精度のマニシングセンターや五面加工機を使
い、厳密な精度管理のもとで、バイメタル製品を仕上げる。

バイメタルの溶着　   　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　トンネル炉で加熱された鋼の材料に、溶けた銅合金を流し込
み、強制冷却することで鋼に銅合金を溶着させる。この工程で
使われる製造ラインはすべてオリジナルの自社製設備で、これ
までに蓄積されたノウハウが詰め込まれている。

※JIT（ジャスト・イン・タイム・システム
の略称）

※５S（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ）
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銅合金鋳物の鋳造・機械加工　　　   　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　最新鋭の高速高圧自動造型機でつくられた鋳型がライン上に
流れてくる。高周波誘導炉で溶解された銅合金を次々とその鋳
型に注湯し、高精度の銅合金鋳物をつくる。銅合金鋳物は後
処理・検査工程を経て、CNC旋盤、マニシングセンターやNC
ボール盤で機械加工した後、その多くは耐圧テストを実施する。

粉末焼結　　　   　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　金属粉末を規定の成分割合でブレンドし、油圧成形プレスを
用いて粉末成形体をつくる。それを鉄系バックメタルにセット
し、真空炉や還元性雰囲気炉で焼結させる。含油軸受けは、真
空チャンバ―の中で特殊な潤滑油を含浸させることで自己潤滑
性がそなわる。

最終検査　　　   　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　３次元測定器や真円度測定機、形状測定機や各種測定具を用
いて製品の寸法形状を測定する。また種々の試験装置で、材料
試験、成分分析、組織観察を行う。超音波探傷機や磁気探傷機
を使った非破壊検査も実施する。

株式会社 明石合銅　玄関にて
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《概　要》
代　表　者　代表取締役社長　中村　健一
設　　　立　1960年12月
本　　　社　〒920-2195
　　　　　　石川県白山市熱野町口15番地
　　　　　　TEL 076-273-1111（代表） ／ FAX 076-273-4801
資　本　金　17億１千百万円
従 業 員 数　450人
営 業 品 目　超複合加工機、複合精密CNC旋盤、高速精密CNC旋盤、FA周辺装置、
　　　　　　レンズ加工機、カバーガラス加工機、液晶ガラス加工機、ディスク面取り機
本 社 敷 地　128,000㎡、建物延 46,000㎡
支　　　社　東京支社、大阪支社、名古屋営業所、北関東営業所、浜松営業所
関 連 会 社　韓国：KNT CO.,LTD
主な海外拠点　アメリカ、カナダ、ブラジル、ドイツ、フランス、イタリア、イギリス、スイス、
　　　　　　チェコ、スペイン、ロシア、オーストラリア、インドネシア、中国、台湾　その他

『創造しているのは、機械の「原点」である。』

あらゆる機械の原点は、工作機械　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　高品質の製品を生み出すためには、高い精度の工作機械が不可欠である。すなわち、工作
機械の技術水準が、その企業や国の工業技術の水準を決定する、と言っても過言ではない。
　世界中のあらゆるモノづくりの現場において、高性能な工業製品の製造、高効率な生産体
制が求められる限り、工作機械の進化に終りはない。

メカトロ時代の幕開けから、今日まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　1965年、当社は業界に先駆けて、油圧制御と電気によって自動運転をおこなうNT-5型を発表。
　この画期的な製品は、「中村留精密工業」の名を国内外に知ら
しめることとなった。
　以来、当社では常に高機能な工作機械の開発に挑み続けて
きた。数値で切削動作を制御するNC化や、複雑な工程を自動
化し１台で完成品加工を実現する複合加工機の製品もいち早
く実現し、「ナカムラトメマシン＝高性能な複合加工機のパイ
オニア」という評価を世界に築き上げている。

◆中村留精密工業株式会社

油圧式自動タレット旋盤 NT-5型
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『技術の高さを裏付ける、世界トップクラスの実績。』

ガラス加工の分野を開拓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　複合加工機で培った実績をさらに高い評価へと押し上げたのは光学分野への進出、すなわ
ちガラス加工機の開発である。現在、世界市場における液晶パネル画面の約５割、ノートパ
ソコン用ハードディスクの約９割が当社製のマシンで加工されており、世界を代表する光学
機器メーカーやIT機器メーカーに数多く採用されている。この高いシェアが加工性能の高
さと信頼の大きさを物語っている。

終わりなき挑戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　現在、工作機械の技術開発はより高機能な複合加工機へと
向かっている。また、サブミクロン（１万分の１ミリ）単位
でスライドを制御する技術、ナノス
ケールの加工技術など、機械工学の
粋を結集した開発が進められている。
　複合加工機のトップランナーとし
て、当社の挑戦に終りはない。

『「工程集約」でお客様のニーズに応える。』

開発コンセプトは、お客様の生産性アップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　より高い加工性能に加え、多品種少量生産のニーズが世界市場において高まる中、当社が
導き出した解答、それが「工程集約」である。当社では、一台の工作機械ですべての加工を
行う「複合加工機」の開発を通じて、時代のニーズを掴み取り、顧客に満足いただける高い
付加価値を持った製品を追及している。

機械・電機・ソフトウェア…３つの力を統合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　当社の製品開発・設計では、最新鋭の３次元CADによる構造設計はもちろんのこと、独
自に開発したシミュレーションシステムを活用している。また電気系統の設計、制御ソフト
の開発から、加工エリアで発生する衝突時の衝撃を緩和するエアバッグ機能、ユーザビリ
ティを考慮したインターフェース設計に至るまで、すべて自社による一貫した開発体制を
とっている。

テクノセンター
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『妥協なきこだわりで、製品をつくり込む。』

高性能を実現するために、築き上げた生産体制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　スピンドルなどの主要部品は、湿度・温度が一定に管理された自社工場で製造、フレーム
などの重量物は当社工場でミクロン単位の精度で加工される。各種センサや制御機器、モー
ターなどの電気・電子部品は、世界中から厳選し調達している。
　こうして準備された数千点に及ぶ部品を、ひとつひとつ丁寧に組み上げていく。問題があ
れば即設計部門にフィードバックできる生産体制。これが当社の製品づくりである。

品質を支える、熟練という技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　製品の耐久性を実現するために、欠かすことの出来ない熟練技術者の技、「キサゲ」。機械
加工で得られる平面よりも、より精度の高い摺動面を作り上げる作業は、人の手によってで
しか成しえない。
　当社の部品はすべて、熟練
のエンジニアによる入念な組
立、調整により仕上げられて
いる。製品に対して妥協を許
さないこだわりが、世界が認
める技術を支えている。

『日本のモノづくりを世界に伝える。日本人としての誇りを胸に。』

“Made in Japan”の誇りと自覚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　世界トップの技術力を誇る日本の工作機械産業。その中でもハイエンド・ブランドとして
定評のある「ナカムラトメマシン」は、いわば日本の「モノづくり力」のひとつのシンボル
とも言える。その誇りと自覚が、営業部門の社員の胸にはしっかりと刻み込まれている。

全てのお客様にベストのナカムラトメマシンを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　顧客それぞれの異なる課題に向き合い、それぞれの顧客にとってベストのソリューション
を提供すること。それが営業の使命である。
　顧客と密にコミュニケーションをとり、生産計画や設備投資など将来へのロードマップを
ともに描きながら、必要と
されるマシンを選定、カス
タマイズを施し、納品後も
きめ細かなアフターケアを
提供する。
　当社の営業部門は、顧客
にとって頼りになる「モノ
づくりのパートナー」であ
り続けたいと願っている。

温度、湿度を徹底管理し、全長８mの研削
加工を実施する、テーブルサイズの９ｍの
NCグライディングセンター

機械の心臓部となる主軸（スピンドル）
を組み立てる精密主軸組立室（クリー
ンルーム）

ドイツ・ハノーバーで開催された世界工作機
械見本市「EMO」で出展の模様

世界各国の販売代理店を招いて、世界の
トレンドやニーズを製品開発に繋げる

「ディーラーズミーティング」
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『Made in Japanの品質を世界へ届ける。』

　当社の輸出比率は7割強。高精度・安定加工・耐久性などが評価され、“Nakamura Tome 
Machine” 信頼と憧れのブランドとなっている。世界中のディーラーと綿密な連携を取りな
がら、世界の産業シーンに先進の “加工ソリューション” を届けている。

『世界中のお客様からの信頼を確かなものに。』

万が一の事態に備えた、迅速な支援体制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　工作機械の品質や耐久性は、製品を製造するメーカーの信用に直結している。故障時の早
期復旧を実現するコールセンターをはじめ、24時間以内の発送率90％以上を誇る部品管理シ
ステム、国内はもとより世界各国から寄せられた障害情報のデータベース化など、的確で迅
速な支援を世界中で共通して提供している。

安心してお使いいただくために　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　顧客のプログラミングスキルに応じたスクールの開設、加工プログラム作成から初品までの加
工支援等のサービスにより、顧客が機械の性能を最大限活用できる体制を整えている。また、
導入機器の定期点検やオーバー
ホール、海外への移設対応から、
製作支援といったアフターケアま
で、顧客の生産活動を幅広く支援
している。

ISOのさらに上へ－
『信頼に応える“NAKAMURA TOME基準”がある。』

国内初のISO9001認証取得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　1994年、国内の工作機械業界としては初となるISO9001認証を取得した当社は徹底した品
質管理に取り組んでいる。中でもスピンドルなど加工精度を決定づける主要部品において
は、無振動・恒温恒湿の精密測定室での全品検査を実施し、三次元測定機や真円度測定機な
どを駆使した精密検査を徹底している。また、技術研究の段階であっても、材料の強度・耐
久性試験など、品質に対し、自ら厳しい基準を設けている。

地球環境の保全、職場環境の向上へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　地球環境の保全活動は、もはや企業の責務であり、使命である。生産活動における環境保
全、地球環境に配慮した新製品開発といった当社の取り組みは、ISO14001認証取得という
カタチで認められた。
　また、快適な職場環境の実現についても、当社の労働安全衛生に対する取り組みが認めら
れ、OHSAS18001認証取得に至った。

経験豊富なエンジニアによるコールセンターお客様へのサービストレーニング
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『社員とともに。』

モノづくりは、人づくりから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　世界市場の中で確固たる地位を築いてきた「ナカムラトメマシン」。それらは、当社の技
術を長年にわたり支えてきた匠の存在、そして最先端技術にいち早く柔軟に対応してきた社
員たちによって実現し得たものである。当社では熟練技能者に対してマイスター認定制度を
設け、後進の指導を託している。また、社員の自己啓発活動の一助として、技能検定制度、
ビジネスキャリア制度等を活用した資格取得支援制度を導入し、個人の技能向上・能力開発
を積極的に進めている。

社員第一主義を貫く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　当社は非上場企業である。それは、自社製品に新しい可能性をもたらすのは人の力の結集
であり、最も大切にすべきなのは株主ではなく、製品を創造する社員たちである、と考える
からである。
　敷地内に設置されたパットゴルフ場や「白嶺農園」をはじめ、年に一度の社員家族を招く「中
村留フェスティバル」、弓道部での社内活動を奨励している。また、地域の老人ホーム等で日
本舞踊や太鼓、マジックなどの慰問公演を行うボランティアサークル「中村留五郎一座」に
も社員が積極的に参加している。未来を担う人材を育むために、社員全員が快適に過ごせる
環境を提供している。当社の国際競争力は、社員一人一人の個性とその能力に支えられている。

年に一度、社員とその家族を招いて開催される「中村留
フェスティバル」

全18ホール、夜間照明も完備した敷地内パットゴルフ
場では、年２回全社員によるパットゴルフ大会を開催

中村留精密工業株式会社　１階ロビーにて
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卓話会・交流会
　�     福機連北九州支部

　10月30日（月）18時から日本銀行金沢支
店において、出席者12名の下で、福岡県機
械金属工業連合会（福機連）北九州支部の
卓話会が開催されました。
　この卓話会は、福機連北九州支部の先進
企業視察を、日本銀行金沢支店長 宮田慶
一（元日本銀行北九州支店長）氏のお世話
で開催したことに伴い実施したもので、「石
川県のモノづくり産業の歴史と産業遺産」
をテーマにお話をしていただきました。
　その内容の一部を紹介します。

　石川県のモノづくりの歴史は中世以前、
古代にまでさかのぼるといわれる能登中居
鋳物で、鋤や鍋、釜なども製造したが、製
品のメーンは塩釜であった。製塩業の必需
品として、塩釜の需要が長く続き、藩政時
代に入ると、領内各地で鉄製品の生産が盛
んになり、鉄砲、大筒（大砲）、刀剣、槍
などの武器がつくられるようになり、さら
には包丁や、鉄・釘、小刀といった生活関
連品にまで広がっていった。
　加賀藩の文化政策により、芸能文化、工
芸文化、さらには食文化が磨かれたが、技
術的な面では、御細工所の存在が特筆さ
れる。いうなれば藩営の工芸品製作工場
だが、当初の武具中心から、とくに3代藩
主前田利常以降の時代になると、蒔

まき

絵
え

や
象
ぞう

嵌
がん

、和紙、竹細工などといった工芸品と
幅広く扱うようになっていった。
　大名調度品などをつくっていた加賀藩御
細工所では、地元の職人を重用するだけで
なく、学術、芸能、工芸に関わる人材を全
国から集めたことが、文化的な広がり、技
術の蓄積につながったといえる。

　嘉永６年（1853）ペリーが浦賀に来港し、
欧米列強への脅威から攘夷論が高まると、
加賀藩でも文久２年（1862）に七尾軍艦所
がつくられ、沿岸に設けられた各台場には
数門の大砲が据えられた。これらの軍艦づ
くり（修造）、大砲づくりに能登の鋳物師
の技術の系譜が息づいている。
　だが、古くから塩釜づくりで潤い、その
後には加賀藩の庇護のもとで歩んできた鋳
物師たちは、明治維新という激動の中で、
さらなる苦境に立ち向かわざるを得なかっ
た。そのための創意工夫や技術革新が、今
につながるモノづくり産業の礎となっている。
続いて、
先駆者たちの奔走＜明治＞
近代工業への加速＜大正＞
不況下、戦時下での蓄積＜戦前の昭和＞
戦後復興から高度成長へ＜戦後の昭和＞
ＩＴ産業の勃興と変遷
などについて説明された。

　卓話会終了後、会場を移し宮田支店長を
囲んで交流会を開催し、久しぶりの再会で
北九州市の思い出や金沢市の印象など、活
発な情報交換が行われ、盛会のうちに終了
しました。

日銀金沢支店長室にて
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北中連からのお願い

北九州市委託
「市内中小企業の状況把握・ヒアリング調査業務」への協力について

事業目的

事業の内容

訪問実績・主な聞き取り内容

　私ども北中連では、標記業務を北九州市から受託・実施しております。
　調査員が、会員の企業様へ電話連絡のうえ、直接お伺いし、ヒアリングによるアンケート
調査を行います。
　会員の企業様におきましては、お忙しいとは存じますが、ご協力のほどよろしくお願いい
たします。

　市内中小企業の状況や各社が抱えている課題の把握、今後の市の施策に反映できるようヒ
アリング調査を実施します。また、国・県・市の助成制度や既存の支援策のご案内を通じて、
市内中小企業の課題解決に寄与することを目指します。

①情報収集
　市内の企業・事業所を訪問し、雇用に関することや正規雇用に関すること等、雇用施策に
関すること全般についてヒアリングを行います。

②各種情報提供等
　企業が抱えている課題解決に向けて、市内で開催する合同会社説明会や企業向けイベン
ト、雇用施策等の情報提供、国・県等が実施している正規雇用化を支援する事業や相談窓口
の案内等、各ニーズに応じて対応します。

（単位：社）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 計

訪問企業数 32 28 33 43 29 34 36 235

主な聞き
取り内容

・新卒学生の採用状況について
・働き方改革について
・雇用施策全般について
・無期転換ルールについて　　
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- 市内就職希望者多数登録しています - 

北九州で働こう！Ｕ･Ｉターン応援プロジェクト 

http://www.shigotomarugoto.info/ui-turn 
             

全国のＵ・Ｉターン就職希望者と、即戦力をはじめとする人材の確保を目指す市内企業とを

結び付ける職業紹介等の事業です。ＨＰより登録すると、登録者の情報検索、面接案内の送付、

面接エントリーの受付等が可能です。【求人募集できる雇用形態：原則、正社員（常用雇用）】 
                         

企業等 北九州市内に事業所を有する企業（今後進出予定の企業を含む） 

求職者 北九州市内へのＵ・Ｉターン就職希望者 

- 専任コンサルタントが窓口で対応します - 

北九州市Ｕ・Ｉターン応援オフィス 
     場 所：ＡＩＭビル２階  開所時間：月曜～土曜 10:00～18:00  
 
 

 

  
        北九州市にゆかりのある首都圏企業の役職定年者や退職者のうち、北九州市でのセカン

ドキャリアを検討されている方と、市内企業の人材ニーズを結びつけ、シニア・ハローワーク

戸畑と連携してマッチングする取り組みです。概ね５０歳以上のキャリア・知識を持つ人材の

ご活用を検討される企業へ「シニア求人支援員」がお伺いします。 
                         

 
 

       - 若者の採用なら - 
       若者ワークプラザ北九州  

http://www.shigotomarugoto.info/wakamono/index.php  
 

概ね 40 歳までの若年求職者を対象とした、北九州市が設置する就職支援の窓口です。カウンセ

リングや就職情報の提供、スキルアップセミナー等によるミスマッチの少ない職業紹介を行って

います。【求人募集できる雇用形態：正社員（常用雇用）や契約社員、パート等】 
               

企業等 北九州市内に事業所を有する企業（今後進出予定の企業を含む） 

求職者 正社員、契約社員・パート・アルバイトなどをお探しの方 

 

 

北九州市の就職支援事業のご案内！ 
- 人 材 確 保 に 是 非 ご 活 用 く だ さ い 。 - 

 

 

利用 
無料 

 利用 

対象 

お問合せ TEL：0120-0823-46 E-Mail：ui-turn.syoukai@shigotomarugoto.info 

 

 

お問合せ シニア求人支援員（北九州市高年齢者就業支援センター） TEL：093‐882－5400  

 

 利用 

対象 

お問合せ 若者ワークプラザ北九州 TEL：０９３－５３１－４５１０ 

 

２０１８年３月１４日（水） １２：００～１７：００ 

《対象》２０１９年春卒業予定の大学生等、既卒者・再就職者 

《会場》西日本総合展示場   《主催》北九州市、北九州商工会議所、北九州・下関まなびとぴあ 

※問合せは、北九州市雇用政策課 ＴＥＬ：０９３－５８２－２４１９ 

今後の「合同会社説明会」開催スケジュール 

 

- 首都圏企業からの人材還流を支援します - 

シニア活躍！セカンドキャリア支援プロジェクト 
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北九州市では、長年にわたり技能の研鑽、後進の育成に励み、卓越した技能で“ものづくりのまち北九州”の

発展を支えてきた方々を『北九州マイスター』として認定・表彰しています。 

平成２９年度は、下記の５名の方々を認定しました。『北九州マイスター』は、今回の認定者を含め合計５３

名となります。認定された『北九州マイスター』の方々には、今後、様々な技能伝承活動を通して、マイスター

ならではの“匠の技”を市内中小企業の技能者や若者へ伝授していただく予定です。 

氏 名   （五十音順） 技能の内容 

 

千々和
ち ぢ わ

 博之
ひろゆき

 

＜勤務先＞ 

(株)三井ハイテック 

 
 
   顔写真 
 
 

ワイヤー放電加工機械自体の精度では達成不可能な顧客からの要求に対し、材

料の変形やそりなどを考慮した効率よい加工が可能。また、加工機械やワイヤー、

加工物等を微細に調整し、放電ギャップも考慮したうえで、スチールのプレートか

ら超硬・超微細の刃物まで、±1/1000mmの公差で超精密加工を行う技能を有する。      

各部品・機械メーカーにも積極的に改善提案を行い、ワイヤー直径の高精度化や

超硬専用水加工機械の高精度化など、部品や加工機械の開発にまで携わり、ワイヤ

ー加工産業の発展にも寄与している。                     

 

堤
つつみ

 和広
かずひろ

 

＜勤務先＞ 

山九㈱ 

 

回転機器計測器を用いるメーカーをも超越した、豊富な経験に基づいた触診で

異常を察知する、回転機器整備のスペシャリスト。取引先から指名が来るほど信頼

が厚く、産業への貢献度も高い。 

化学プラントの回転機器の故障時に、緻密な計測等によりハンマー等での修繕

で回復可能と判断。稼働休止には至らず短時間で復旧させた。 

知識や技能の伝承では、実際の工事や回転機器のオーバーホールを活用した具

体的な指導等を通じて、効果的な人材育成に取り組んでいる。 

 

 

中井
なかい

 ミヤ子
こ

 
＜勤務先＞ 

安川マニュファク 
チャリング㈱ 

 
 

 

 インバータ製作におけるプリント基板の組立技能で特に重要な「手はんだ付

け」の熟練技能者。様々な新製品の開発・立ち上げの際に高品質のはんだ付け性

を標準化し生産に寄与。 

はんだ付けの作業や教育、社内認定の基準を制定し、社内認定制度を確立。後進

の育成も長年続け、国内のみならず海外でも数多くの技術指導に取り組んでいる。 

社内の育成にとどまらず、小学校等への技能伝承活動にも積極的に取り組んで

いる。（※北九州マイスターで初の女性マイスター） 

 

野
の

﨑
ざき

 孝
たか

文
ふみ

 

＜勤務先＞ 

山九㈱ 

 

訓練を重ね、左右いずれの手でも高い水準の溶接が出来るという、非常に稀な技

能を有している。 

非常に困難な条件の溶接に対して、経験、発想、知識を活用して無欠陥で正確な

溶接を実現してきた。「銅」と「鋼」といった異種材料溶接や、障害物により手が

入り込む隙間がないような厳しい条件下での配管溶接に対して、様々な経験を駆

使して高品質な溶接を実現する。 

平成１０年度には全国溶接技術競技会で準優勝し、技能が国内トップレベルで

あることを証明した。 

 

吉村
よしむら

 正浩
まさひろ

 
＜勤務先＞ 

新日鐵住金㈱ 

八幡製鐵所 

 

冷延工場の電気保全業務に建設から28年間従事し、工場の運転を制御する主幹

制御装置から大型溶接機に至るまで、幅広い知識と技能で稼働の安定化を担って

いる。 

大型溶接機の円滑な立ち上げやメンテナンス方法の確立を始め、大型圧延機へ

社内初で導入された交流電動機の維持管理等に多大な貢献を果たし、冷延設備の

電気保全業務の第一人者として、保全者への教育も行っている。 

機械・電気と要素毎に別々になっている設備概要を纏めて整理することで、要素

間の繋がりの見える化を推進。さらに、後進の育成では、問題解決型の勉強会を主

催し、若手社員の実力向上と設備トラブルの減少を両立させている。 
 

 
（参考資料） 

『第11回北九州マイスター』に５名を認定！ 

技能分野：ワイヤー放電加工 

 

技能分野：仕上げ（回転機器） 

 
)) 

 

技能分野：電子機器組立(はんだ付け) 

)) 

 

技能分野：溶接（特殊鋼配管） 

 

 

技能分野：電気保全工 

 

【問い合わせ先】 北九州市産業経済局雇用政策課  担当：古賀、田口  TEL：093-582-2419 

そうだ、北九州で働こう。 

地元企業ＰＩＣＫ ＵＰ & 職場体験 受付中! 

 

 

 

 

概ね４０歳未満の若者を対象に企業から求人をお預かりし、利用者とのカウンセリングを通して、職

業紹介を実施しています。そのほか、企業の魅力を求職者に伝えるセミナーの開催や職場体験も実施

していますので、人材不足にお悩みの皆様、ぜひご活用ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ・お申込は・・・若者ワークプラザ北九州  ℡０９３-５３１-４５１０ 

詳しくは、若者ワークプラザ で検索！ 

 

長年にわたり技能の研鑽、後進の育成に励み、卓越した技能で「モノづくりのまち 北九州」の発展を

支えてきた『北九州マイスター』が、地域企業へ出向き、技術指導を行っています！ 

指導内容については、お気軽にご相談ください！ 

 
 

                                  【メリット】 

●受入機関／３～５日間                   ・面接だけではわからない採用のミスマッチを防ぎます 

●体験期間／１日あたり４～７時間程度            ・事務局が体験をサポートすることで、安定就業への 

●賃金等／職場体験のため賃金は発生しません    フォローアップをします 

 

職場体験応援プログラム 

 

【申込・お問合せ先】 

北九州マイスター技能伝承倶楽部事務局（北九州イノベーションギャラリー内）
 

TEL：０９３－６６３－５５０７
  

FAX：０９３－６６３－５５０８
   

E-Mail：meister@kigs.jp
    

《受付時間》 9:00～17:00
 
火曜日～土曜日（祝祭日除く）

 
北九州マイスターヘルプ 検索 

                                   

●開催時期／2018年１月より毎月１回程度（予定） ／ １社につき１時間程度 

●参加条件／若者ワークプラザ北九州へ求人掲載をしている、又は掲載予定の市内企業 

●内容／企業の仕事内容、社員の様子、職場の雰囲気等を求職者へ直接伝えるセミナー 

地元企業ＰＩＣＫ ＵＰ 

若者ワークプラザ北九州 

参加者の３人に１人が 

体験先企業へ就職決定！ 
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北九州市では、長年にわたり技能の研鑽、後進の育成に励み、卓越した技能で“ものづくりのまち北九州”の

発展を支えてきた方々を『北九州マイスター』として認定・表彰しています。 

平成２９年度は、下記の５名の方々を認定しました。『北九州マイスター』は、今回の認定者を含め合計５３

名となります。認定された『北九州マイスター』の方々には、今後、様々な技能伝承活動を通して、マイスター

ならではの“匠の技”を市内中小企業の技能者や若者へ伝授していただく予定です。 

氏 名   （五十音順） 技能の内容 

 

千々和
ち ぢ わ

 博之
ひろゆき

 

＜勤務先＞ 

(株)三井ハイテック 

 
 
   顔写真 
 
 

ワイヤー放電加工機械自体の精度では達成不可能な顧客からの要求に対し、材

料の変形やそりなどを考慮した効率よい加工が可能。また、加工機械やワイヤー、

加工物等を微細に調整し、放電ギャップも考慮したうえで、スチールのプレートか

ら超硬・超微細の刃物まで、±1/1000mmの公差で超精密加工を行う技能を有する。      

各部品・機械メーカーにも積極的に改善提案を行い、ワイヤー直径の高精度化や

超硬専用水加工機械の高精度化など、部品や加工機械の開発にまで携わり、ワイヤ

ー加工産業の発展にも寄与している。                     

 

堤
つつみ

 和広
かずひろ

 

＜勤務先＞ 

山九㈱ 

 

回転機器計測器を用いるメーカーをも超越した、豊富な経験に基づいた触診で

異常を察知する、回転機器整備のスペシャリスト。取引先から指名が来るほど信頼

が厚く、産業への貢献度も高い。 

化学プラントの回転機器の故障時に、緻密な計測等によりハンマー等での修繕

で回復可能と判断。稼働休止には至らず短時間で復旧させた。 

知識や技能の伝承では、実際の工事や回転機器のオーバーホールを活用した具

体的な指導等を通じて、効果的な人材育成に取り組んでいる。 

 

 

中井
なかい

 ミヤ子
こ

 
＜勤務先＞ 

安川マニュファク 
チャリング㈱ 

 
 

 

 インバータ製作におけるプリント基板の組立技能で特に重要な「手はんだ付

け」の熟練技能者。様々な新製品の開発・立ち上げの際に高品質のはんだ付け性

を標準化し生産に寄与。 

はんだ付けの作業や教育、社内認定の基準を制定し、社内認定制度を確立。後進

の育成も長年続け、国内のみならず海外でも数多くの技術指導に取り組んでいる。 

社内の育成にとどまらず、小学校等への技能伝承活動にも積極的に取り組んで

いる。（※北九州マイスターで初の女性マイスター） 

 

野
の

﨑
ざき

 孝
たか

文
ふみ

 

＜勤務先＞ 

山九㈱ 

 

訓練を重ね、左右いずれの手でも高い水準の溶接が出来るという、非常に稀な技

能を有している。 

非常に困難な条件の溶接に対して、経験、発想、知識を活用して無欠陥で正確な

溶接を実現してきた。「銅」と「鋼」といった異種材料溶接や、障害物により手が

入り込む隙間がないような厳しい条件下での配管溶接に対して、様々な経験を駆

使して高品質な溶接を実現する。 

平成１０年度には全国溶接技術競技会で準優勝し、技能が国内トップレベルで

あることを証明した。 

 

吉村
よしむら

 正浩
まさひろ

 
＜勤務先＞ 

新日鐵住金㈱ 

八幡製鐵所 

 

冷延工場の電気保全業務に建設から28年間従事し、工場の運転を制御する主幹

制御装置から大型溶接機に至るまで、幅広い知識と技能で稼働の安定化を担って

いる。 

大型溶接機の円滑な立ち上げやメンテナンス方法の確立を始め、大型圧延機へ

社内初で導入された交流電動機の維持管理等に多大な貢献を果たし、冷延設備の

電気保全業務の第一人者として、保全者への教育も行っている。 

機械・電気と要素毎に別々になっている設備概要を纏めて整理することで、要素

間の繋がりの見える化を推進。さらに、後進の育成では、問題解決型の勉強会を主

催し、若手社員の実力向上と設備トラブルの減少を両立させている。 
 

 
（参考資料） 

『第11回北九州マイスター』に５名を認定！ 

技能分野：ワイヤー放電加工 

 

技能分野：仕上げ（回転機器） 

 
)) 

 

技能分野：電子機器組立(はんだ付け) 

)) 

 

技能分野：溶接（特殊鋼配管） 

 

 

技能分野：電気保全工 

 

【問い合わせ先】 北九州市産業経済局雇用政策課  担当：古賀、田口  TEL：093-582-2419 
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四宮 佑次  時の肖像＃05
表表紙

四宮 佑次  風に吹かれて#05
裏表紙

　プロフィール
　四宮　佑次 氏　（写真  美術家）日本写真家協会会員、日本広告写真家協会会員
1949年　　福岡県生まれ
1972年　　日本大学芸術学部写真学科卒
1983年　　イルフォード（イギリス）作品選出
1984年　　ジナー社（スイス）カレンダーに作品選出
1988年　　四宮佑次写真展（イタリア光と影）銀座フジフォトサロン
1999~2015年　JAPAN&USA EXCHANGE ART SHOW
1999~2011年　日韓展
2005年　　ノルウエー日本文化プロジェクト選出
2007年　　ドイツライプチヒJAPANフェスティバル（おはよう日本）選出
2014年　　（丘の上の玉手箱）北九州市立美術館フランクステラのドキュメント写真
2015年　　四宮佑次写真展　（風に吹かれて）　直方谷尾美術館
─────────────────  著　書  ─────────────────
1991年　　（器と料理）共著　同朋社出版
1992年　　FORTEENTH RED（十四代柿右衛門）ゼネラルアサヒ
1993年　　赤い道（画家　乗田貞勝の世界）ゼネラルアサヒ
2006年　　（山頭火を行く）ランダムハウス講談社
2009年　　（森正洋の全仕事）ランダムハウス講談社
2013年　　（京都名建築で食べ歩き）宝島社

etc.

　この世に存在する全ての“もの”は朽ち果て
る。朽ち果てる中で素晴らしいディテールを形
成する。今回掲載の『時の肖像＃05』は織田廣喜
美術館の赤の塗料で作られた漆喰壁面の経年
劣化した断面である。ケイトウの花のような美
しい劣化である。

　今回の作品は冠雪時の英彦山である。英彦山
の全景がここまで大きく見える所は嘉麻市の
稲築公園からの眺望が一番である。冠雪の山並
みと逆光気味の雲、ぜつみょうのコントラス
ト、何か海外の山並みにも見える。午前中は雪
が降っていたが、午後、晴れ間も見え始めた頃
合いに撮影場所に着いた。イメージ通りの写真
が撮れた。
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北　中　連　日　誌 （H29. ８. １～）

年月日 行　　事　　名 場　　　所

  H29. ８．３	 福岡県地域経済懇談会	 小倉北区	 ホテルニュータガワ

　　 ８．８	 第６回北九州市まち・ひと・しごと創生推進協議会	 〃	 ホテルクラウンパレス小倉

　　 ８．９	 北中連　商業部会	 〃	 北九州市立商工貿易会館

　　 　〃	 北中連　サービス業その他業種部会	 〃	 　　〃

　　 ８．10	 市商連　ひびき信用金庫理事長との面談	 八幡東区	 ひびき信用金庫本店

　　 ８．18	 次期北九州市高齢者支援計画策定に向けた関係団体の意見を聴く会	 小倉北区	 ムーブ

　　 　〃	 エコアクション 21地域運営委員会	 戸畑区	 北九州テクノセンター

　　 ８．23	 市商連　役員会	 小倉北区	 北九州市立商工貿易会館

　　 ８．31	 北九州市ワークライフバランス推進協議会	 〃	 本庁舎

　　 ９．７	 第59回中小企業団体九州大会	 福岡市中央区	 アクロス福岡

　　 ９．12	 市商連　役員販促委員合同会議	 小倉北区	 北九州市立商工貿易会館

　　 ９．28	 北中連　正副会長会議・第３回理事会	 〃	 　　〃

　　 10．17	 安全・安心まちづくり市民大会	 若松区	 若松市民会館

　　 　〃	 市商連　署名関連会議	 小倉北区	 北九州市立商工貿易会館

　　 10．23	 天皇皇后両陛下奉迎連絡会議	 〃	 北九州市庁舎

　　 10．26	 第69回中小企業団体全国大会	 長野県松本市	 キッセイ文化ホール

　　 10．28	 北九州市立文学館第25回特別企画展	 小倉北区	 北九州市立文学館

　　 10．29	 天皇皇后両陛下奉迎	 〃	 ミクニワールドスタジアム

10．30 ～ 31	 福機連北九州支部　先進企業視察	 石川県白山市	 ㈱明石合銅、中村留精密工業㈱

　　 10．30	 福機連北九州支部　卓話会	 石川県金沢市	 日本銀行金沢支店

　　 11．１	 市商連　市長要請	 小倉北区	 北九州市庁舎

　　 11．６	 北中連　公明党要望懇談会	 〃	 ミクニワールドスタジアム

　　 　〃	 市商連　公明党要望懇談会	 〃	 　　〃

　　 11．７	 北九州産業学術推進機構　評議委員会	 若松区	 産学連携センター

　　 11．10	 国際車椅子バスケットボール大会開会式	 八幡東区	 北九州市立総合体育館

　　 11．13	 火災予防研修会	 小倉北区	 北九州市立商工貿易会館

　　 11．21	 北九州市に対する 30年度要望書の提出	 〃	 市庁舎

　　 　〃	 北中連　上半期監査	 〃	 北中連事務所

　　 　〃	 北金会　講演会・懇親会	 〃	 ステーションホテル小倉

　　 11．30	 福岡県に対する 30年度要望書の提出	 福岡市博多区	 福岡県庁

　　 12．７	 北中連　第４回理事会	 小倉北区	 稚加榮小倉店
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１号会員
№ 企業名(団体名) 〒 所　在　地 TEL

1 北九州スポーツ用品(協) 809-0036 中間市長津1-12-3　堀田スポーツ内 245-0246

2 新門司工業団地(協) 800-0115 門司区新門司3丁目67-60　　　　　　　 483-1111

3 (協)大里商店連合会 800-0025 門司区柳町1丁目5-26 381-0248

4 東門司商店街(協) 801-0873 門司区東門司1丁目12-31 332-7277

5 魚町一丁目商店街(振) 802-0006 小倉北区魚町1丁目1-15-3F 551-4828

6 魚町サンロード商店街(協) 802-0006 小倉北区魚町3丁目3-20 531-0331

7 魚町商店街(振) 802-0006 小倉北区魚町3丁目1-15 521-6801

8 北九州広域生コンクリート(協) 802-0001 小倉北区浅野2丁目6-16　マルサンビル2Ｆ 511-6699

9 北九州市防水工事業(協) 802-0082 小倉北区古船場町4-17　近藤ビル2Ｆ 531-4607

10 北九州中小商工業者(協) 802-0065 小倉北区三萩野2丁目3-5　民商会館内 921-6981

11 北九州ビルメンテナンス(協) 802-0081 小倉北区紺屋町4-6　北九州第一ビル 531-3288

12 黄金商店街(協) 802-0071 小倉北区黄金１丁目1-23　2F 941-9182

13 小倉魚町二番街(協) 802-0006 小倉北区魚町2-1-7　松永ビル6F　㈱マチクラ内

14 小倉駅前商店街(協) 802-0002 小倉北区京町2-7-18　ISビル3F 522-0148

15 小倉機器工業(協) 802-0011 小倉北区重住3丁目4-25　㈱九州発条内 931-0484

16 小倉タクシー事業(協) 803-0861 小倉北区篠崎1丁目6-2 591-0630

17 小倉中央銀座商店街(協) 802-0006 小倉北区魚町1丁目2-5 531-6785

18 戸畑貨物センター (協) 803-0801 小倉北区西港町92-6 571-4337

19 (協)日専連北九州 802-0005 小倉北区堺町1丁目6番15号　日専連ビル9Ｆ 521-7550

20 毎日新聞西部販売店(協) 802-8651 小倉北区紺屋町13-1 541-3274

21 (協)北九州イベントスタッフ協会 800-0241 小倉南区長野本町3丁目10-1 474-1099

22 北九州エルピーガス事業(協) 802-0978 小倉南区蒲生1-1-26-3F　LPガス会館内 962-6803

23 北九州工業団地(協) 800-0211 小倉南区新曽根8-39 471-7159

24 キック(協) 800-0221 小倉南区下曽根新町13-1　㈱リードヘルスケア内 473-0355

25 小倉鉄工団地(協) 803-0185 小倉南区石原町175番地 451-0150

26 新日本設備工業(協) 803-0185 小倉南区大字石原町　小倉鉄工団地内　日田建工㈱内 452-3835

27 東小倉工業団地(協) 800-0211 小倉南区新曽根3-7 473-4010

28 北九州運輸(協) 805-0061 八幡東区西本町1丁目3-18 671-1991

29 九築工業(協) 805-0017 八幡東区山王1丁目9-10　経理課 671-1635

30 共栄開発(協) 805-0019 八幡東区中央2丁目24-5　㈱芳賀内 671-1316

31 玉栄茶業(協) 806-0021 八幡西区黒崎5丁目5-22 621-7225

32 ジェーイーシー (協) 805-0019 八幡東区中央3丁目2-20　エルゼ内 681-1233

33 八幡祇園町銀天街(協) 805-0067 八幡東区祇園2丁目7-5 671-3758

34 八幡中央区商店街(協) 805-0019 八幡東区中央2丁目16-10 671-4340

35 八幡電気工事業(協) 805-0061 八幡東区西本町1-11-3　北鐡ビル2Ｆ　 681-7572

会　員　名　簿
（Ｈ29.11. １現在）
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№ 企業名(団体名) 〒 所　在　地 TEL

36 (協)安協会 806-0011 八幡西区紅梅3丁目1-21 631-3711

37 (協)折尾商連 807-0825 八幡西区折尾3丁目1-32 691-1462

38 (協)北九州トヨタグループ 806-0041 八幡西区皇后崎町14-6 642-2111

39 黒崎駅前新天街(協) 806-0021 八幡西区黒崎2丁目7-16 080-6402-2538

40 三ヶ森商店街(振) 807-0843 八幡西区三ヶ森3丁目10-18 612-2261

41 西部興産グループ事業(協) 806-0064 八幡西区割子川1丁目17-32 613-1115

42 萩原・青山商店街(協) 806-0059 八幡西区萩原1丁目7-10 621-5416

43 九州ツバメ石油(協) 804-0077 戸畑区牧山海岸4-48 871-1330

44 (協)くすりの九友会 804-0091 戸畑区三六町14-12 871-0661

45 清掃美化(協) 804-0021 戸畑区一枝3丁目6-12 883-1552

46 (協)テクノタウン戸畑 804-0077 戸畑区牧山海岸2-26 871-2738

47 天神商店街(振) 804-0094 戸畑区天神2丁目9-8 882-8488

48 戸畑中本町商店街(協) 804-0061 戸畑区中本町3-10　中本町ビル 881-5473

49 西日本砂、砂利採取販売(協) 804-0075 戸畑区北鳥旗町2-15　KSKビル 871-2701

50 戸畑新工業団地(協) 804-0077 戸畑区牧山海岸3-10 861-1170

51 北九州遠賀葬祭業(協) 808-0024 若松区浜町2丁目3-28　㈱光善社内 761-2559

52 北九州塗装(協) 808-0109 若松区南二島2丁目17-18 701-2300

53 北九洲包装函(協) 808-0021 若松区響町1丁目88-11　山本段ボール㈱内 751-0200

54 響工業団地(協) 808-0022 若松区大字安瀬1番地25 751-4561

55 北九州西部青果(協) 809-0001 中間市大字垣生字東七反田1500 243-5177

56 第一物流センター (協) 811-4311 遠賀郡遠賀町大字老良365-1 293-3270

57 中間市管工事(協) 809-0034 中間市中間1丁目6-1 245-0077

58 中間市建設(協) 809-0034 中間市中間1丁目6-5 245-1787

59 築上西部液化ガス事業(協) 829-0313 福岡県築上郡築上町有安179番地 0930-56-0183
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２号会員
№ 企業名(団体名) 〒 所　　　在　　　地 ＴＥＬ

1 福岡ひびき信用金庫 805-0059 八幡東区尾倉2丁目8番1号 661-2311

2 (株)オフィスソリュ―ションズ北九州 803-0831 小倉北区日明3丁目6-20 591-2711

3 (株)カンペックス 807-0821 八幡西区陣原1丁目15-15 643-6065

4 (有)フジプロダクション 802-0064 小倉北区片野1丁目13-1-202 922-3191

5 よしみ工産(株) 804-0094 戸畑区天神1丁目13-5 882-1661

6 北九州高齢者能力活用協議会 804-0067 戸畑区汐井町1-6　ウェルとばた8Ｆ 881-6699

7 (株)アクシス 807-0822 八幡西区瀬板1丁目16-1 603-8711

8 (株)せいぜん葬儀誠善社 803-0861 小倉北区篠崎1丁目6-2 571-9999

9 社会福祉法人　福岡コロニー 811-0119 粕屋郡新宮町緑ケ浜1丁目11番1号 092-962-0764

10 北九州商工会議所 802-8522 小倉北区紺屋町13-1 541-0181

11 (公社)九州機械工業振興会 804-0003 戸畑区中原新町1-1 861-3001

12 福岡県機械金属工業連合会　北九州支部 803-0801 小倉北区古船場町1-35　商工貿易会館7Ｆ　北中連内 531-0127

13 北九州市商業総連合会 803-0801 小倉北区古船場町1-35　商工貿易会館7Ｆ　北中連内 531-0127

14 (株)総合システム 807-0804 八幡西区医生ヶ丘3-5 603-7174

15 西日本産業(株) 804-0041 戸畑区天籟寺1丁目6番17-1 883-1281

16 (株)メイケン九州 803-0826 小倉北区高峰町4-11 582-4588

17 明光運輸(株) 804-0094 戸畑区天神2丁目2-27 871-5690

18 (株)フジコー 804-0011 戸畑区中原西2丁目18-12 871-3724

19 (株)測　研 804-0013 戸畑区境川2丁目4-5 883-1511

20 (株)ケィ・ビー・エス 802-0014 小倉北区砂津1丁目2-13 522-0096

21 (株)大分銀行　小倉支店 802-0003 小倉北区米町1丁目1番21号 521-8336

22 (株)西日本シティ銀行北九州総本部 802-0006 小倉北区魚町3丁目5-5 511-0926

23 (株)井上産商 804-0092 戸畑区小芝3丁目8番22号 882-2881

24 (株)山本工作所 805-8514 八幡東区大字枝光1950番地の10 681-0378

25 清新産業(株) 805-0017 八幡東区山王1丁目16-8 661-4635

26 丸正鋼材(株) 808-0109 若松区南二島2丁目2-22 791-5133

27 (株)千  草 805-0061 八幡東区西本町1丁目1番1号 671-1131

28 九州電力(株)北九州支社 802-8521 小倉北区米町2丁目3番1号 531-1180

29 北九州エアターミナル(株) 800-0306 小倉南区空港北町6番 475-4195

30 (株)Ｃ＆Ｇシステムズ 806-0067 八幡西区引野1-5-15 642-4541

31 ＴＯＴＯ(株) 802-8601 小倉北区中島2丁目1番1号 951-2052

32 戸畑港運輸(株) 804-0071 戸畑区川代二丁目4番1号 871-1721

33 (株)ゼンリン 804-0003 戸畑区中原新町3-1 882-9050

34 (株)芳  賀 805-0019 八幡東区中央2丁目24番5 671-1316

35 竹原運送(株) 804-0066 戸畑区初音町13番32号 871-3228

36 (株)ギラヴァンツ北九州 802-0001 小倉北区浅野3-1-26　あべりあ浅野ビル 863-6777

37 (株)豊川設計事務所 803-0835 小倉北区井堀3-18-18　Casa Foresta 1F 581-7082

38 (株)安川電機 806-0004 八幡西区黒崎城石2番1号 645-8801

39 (株)タカギ 802-8540 小倉南区石田南2丁目4-1 962-0941

40 西部ガス(株) 北九州支社 803-8666 小倉北区愛宕1丁目5番10号 591-6600

41 (公財) 産業雇用安定センター　北九州駐在事務所 802-0004 小倉北区鍛冶町1-10-10　大同生命北九州ビル7階 531-7806
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一般社団法人 福岡県機械金属工業連合会
会　長 松本　和朗
副会長 自見　榮祐
　〃　 鐘川邦次朗

副会長 吉田　祐司
　〃　 才所　　稔
常務理事 福島　　望
　　　 他 役員一同

〒 812―0046
福岡市博多区吉塚本町９番 15 号
福岡県中小企業振興センタービル 11F 115 号室
電話 092-612-5155　 FAX 092-612-5178
E-mail : info@fukukiren-monodzukuri.jp
URL : http://www.fukukiren-monodzukuri.jp
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福岡県中小企業団体中央会
会　長　桑　野　龍　一

本　　　所　〒 812―0046　福岡市博多区吉塚本町９番 15 号
� 福岡県中小企業振興センター９階
　　　　　　　　　　　　TEL092―622―8780  FAX092―622―6884
　　　　　　　　　　　　http://www.chuokai-fukuoka.or.jp/
北九州支所　〒 802―0081　北九州市小倉北区紺屋町 12 番４号
� 三井生命北九州小倉ビル４階
　　　　　　　　　　　　TEL093―531―0181  FAX093―531―0469
　　　　　　　　　　　　E―Mail:kokura@chuokai-fukuoka.or.jp

副会長　自見　榮祐　　副会長　　忍田　　勉
　〃　　花元　英彰　　　〃　　　武内　照臣
　〃　　寺嶋　貞夫　　専務理事　才所　　稔
　〃　　坂口　　一　　　　　他　役職員一同
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北九州市防水工事業協同組合

理事長　月　形　孝　司

〒 802-0082
北九州市小倉北区古船場町 4-17　近藤ビル２Ｆ
　TEL（093）531―4607　FAX（093）531―4609
　E-mail:kitakiyu.bou@train.ocn.ne.jp

北九州塗装協同組合
理事長　志 水 雅 弘

他　　組合員一同
〒808-0109　北九州市若松区南二島二丁目17番18号

電 話 093-701-2300
FAX 093-791-3997

［URL］　http://www.kita-pc.com
E-mail :k-toso-k@circus.ocn.ne.jp
E-mail : ccg000242686@kaw.bbiq.jp
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総合人材サービス

 

 
 
  
 
       
  
      総合人材サービス 

 
ＫＹＵＳＨＵ ＢＵＳＩＮＥＳＳ ＳＯＬＵＴＩＯＮＳ 

URL:http://kbs-group.co.jp/  
 
〒802-0014  
北九州市小倉北区砂津 1丁目 2番 13号 

TEL 093-522-0096 
       FAX 093-551-2342 
  

株式会社ケィ・ビー・エス 
 代表取締役  安 部 高 子 
 
       ＫBＳ    

中
間
市
中
間
一
丁
目
六
番
五
号

電　

話　

二
四
五
―
一
七
八
七

中
間
市
建
設
協
同
組
合

理 

事 

長　

黒　

瀬　
　
　

剛

外　
　

組

合

員

一

同

中
間
市
大
字
垣
生
字
東
七
反
田
一
五
〇
〇

電　

話　

二
四
三
―
五
一
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

二
四
三
―
五
一
七
八

北
九
州
西
部
青
果
協
同
組
合

理 

事 

長　

花　

田　

一　

美

北
九
州
市
戸
畑
区
一
枝
三
丁
目
六
番
一
二
号

電　

話　

八
八
三
―
一
五
五
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

八
七
一
―
〇
二
三
三

清

掃

美

化

協

同

組

合

代
表
理
事　

橋　

本　

耕　

治

築
上
郡
築
上
町
大
字
有
安
一
七
九
番
地

電　

話　

〇
九
三
〇
―
五
六
―
〇
一
八
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
九
三
〇
―
五
六
―
五
五
一
三

築
上
西
部
液
化
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

理 

事 

長　

北　

川　

靖　

雄
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〒 804-0041
北九州市戸畑区天籟寺１－６－17－１号

T E L 093―883―1281
FAX 093―881―1696

西日本産業株式会社

代表取締役　安　部　高　子

〒 802-0014　
北九州市小倉北区砂津１丁目２番 13 号
� TEL　093-522-0096
　　　　　　� FAX　093-551-2342

ＫＹＵＳＨＵ　ＢＵＳＩＮＥＳＳ　ＳＯＬＵＴＩＯＮＳ

URL:http://kbs-group.co.jp/

株式会社ケィ・ビー・エス
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リーガヘルスクラブ小倉
充実した施設とホテルならではの落ち着いた雰囲気を兼ね備えた会員制ヘルスクラブ。

心身両面から皆様の健康をサポートいたします。

プライベートストレッチ、スイミングプライベート レッスンを新設！
プライベートストレッチ
個別の悩みに合わせてマンツーマン
のストレッチ。一人では伸ばしづら
い部分もインストラクターがしっか
りとサポートし、より効果的に解消・
改善。無理なくじっくりとほぐして、
終了後は心身ともにすっきり。

スイミング プライベートレッスン
泳ぐ楽しさを感じていただけるよう、
1コースを使い個人レッスンで丁寧
に指導。まずは泳ぎを見てプロの目
で改善点を見極め、1人ひとりに合
わせた指導内容で、上達できる簡単
なコツやポイントを伝授いたします。

〒802-0001 北九州市小倉北区浅野2丁目14-2  ☎093-531-1121（代表）
リーガロイヤルホテル小倉

リーガヘルスクラブ小倉
充実した施設とホテルならではの落ち着いた雰囲気を兼ね備えた会員制ヘルスクラブ。

心身両面から皆様の健康をサポートいたします。

プライベートストレッチ、スイミングプライベート レッスンを新設！

インストラクター　波多野　誠

泳ぐ楽しさを感じていただけるよう、1コースを使い個人レッスンで丁寧に指導。まずは
泳ぎを見てプロの目で改善点を見極め、1人ひとりに合わせた指導内容で、上達できる
簡単なコツやポイントを伝授いたします。

スイミング プライベートレッスン

個別の悩みに合わせてマンツーマンのストレッチ。一人では伸ばしづらい部分もインスト
ラクターがしっかりとサポートし、より効果的に解消・改善。無理なくじっくりとほぐして、
終了後は心身ともにすっきり。

プライベートストレッチ

A案

中国（大連）線, 韓国（釜山・仁川）線
運　航　中！

http://www.kitakyu-air.co.jp/

早 朝 か ら 深 夜 ま で
東京（羽田）線, 名古屋（小牧）線

迎　　　　春迎　　　　春

台風による竜巻や突風で起こる風災害、

　　　　　　　ゲリラ豪雨による洪水や土砂崩れで起こる水災害。

　　　　　　　　　　　　　　　被害に遭う前にきちんとした備えを。

現在ご加入の契約内容の見直しに『火災共済』をぜひご利用下さい。

福岡県火災共済協同組合
福岡市博多区吉塚本町９-15
福岡県中小企業振興センター８階
TEL：092-622-8071  FAX：092-622-8838
URL　http://www.fkyosai.com/
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代表取締役　竹原　健次代表幹事　自　見　政　芳

〒 804-0066　北九州市戸畑区初音町 13-32

TEL　093-871-3228、 3229
FAX　093-871-3230

〒 802-0082　北九州市小倉北区古船場町１-35
市立商工貿易会館 7 階北中連内

TEL　093-531-0127

竹原運送株式会社北中連組合事務局協議会

迎　　　　春迎　　　　春

代表取締役　木　下　健　治

株式会社
オフィスソリューションズ北九州

リコー特約店　防犯・防災システム構築
スチール家具オフィス用品・各社取扱い

〒803-0831 北九州市小倉北区日明3丁目6番20号
　　　　　　電  話 093-591-2711
　　　　　　FAX 093-591-2712

www.office-sk.co.jp/ 検 索
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事業所・工場清掃
事業所の負担は従事者
一人当たり８７０円／時間～

ＴＥＬ　９２２－４８０１
＊詳細は、お問い合わせください。
北九州市小倉北区片野新町 1-1-6
http://www.kitakyusilver.jp/

地域に貢献する

〒 802-0005　北九州市小倉北区堺町１丁目６番 15 号
　　　　　TEL 093-521-7550　FAX 093-521-7551

E-mail : nissenren-kitakyusyu@gaea.ocn.ne.jp
http : //www.nsr-kitaq.net

会長理事　岡本　　勝　　理 事 長　中野　新司

副理事長　瀬口　裕章　　副理事長　岩本　浩一

常任理事　禱　　峰晴　　外組合員・事務局一同

協同組合日専連北九州

清 新 産 業 株 式 会 社
代表取締役　吉　森　恵　一

〒 805―0017　北九州市八幡東区山王１丁目 16 番８号
TEL 093―661―4635　FAX 093―661―3399

迎　　　　春迎　　　　春

〒804-0003
北九州市戸畑区中原新町１番１号

TEL：０９３－８６１－３００１

FAX：０９３－８６１－３００７

HP：http：//www.kyukishin.or.jp/

E-MAIL：kksinfo@kyukishin.or.jp

確かな技術力で地域産業の
育成・支援を続ける九機振

九州機械工業振興会
Promote Association of Machine industry,Kyushu.

公益社団法人

〒８０４－０００３

北九州市戸畑区中原新町１番１号

　　　　　　　 (北九州テクノパーク内)

TEL：０９３－８６１－３００１

FAX：０９３－８６１－３００７

ＨＰ：http：//www.kyukishin.or.jp/

E-MAIL：kksinfo@kyukishin.or.jp

 各種事業で地域の中小企業を支援しています。

公益社団法人 九州機械工業振興会

教 育 研 修
クレーン運転士実技教習、玉掛け技能講習、

床上操作式クレーン運転技能講習、

非破壊技術者資格講習会、研修室の開放利用

材 料 試 験
引張試験、曲げ試験、圧縮試験、硬さ試験、

コンクリート圧縮試験、フィルム（ゴミ袋等）試験

機 械 加 工
精密機械による加工、各種機械の開放利用

（ジグボーラー、大型平面研削盤、ガンドリル）

〒８０４－０００３

北九州市戸畑区中原新町１番１号

　　　　　　　 (北九州テクノパーク内)

TEL：０９３－８６１－３００１

FAX：０９３－８６１－３００７

ＨＰ：http：//www.kyukishin.or.jp/

E-MAIL：kksinfo@kyukishin.or.jp

 各種事業で地域の中小企業を支援しています。

公益社団法人 九州機械工業振興会

教 育 研 修
クレーン運転士実技教習、玉掛け技能講習、

床上操作式クレーン運転技能講習、

非破壊技術者資格講習会、研修室の開放利用

材 料 試 験
引張試験、曲げ試験、圧縮試験、硬さ試験、

コンクリート圧縮試験、フィルム（ゴミ袋等）試験

機 械 加 工
精密機械による加工、各種機械の開放利用

（ジグボーラー、大型平面研削盤、ガンドリル）

〒８０４－０００３

北九州市戸畑区中原新町１番１号

　　　　　　　 (北九州テクノパーク内)

TEL：０９３－８６１－３００１

FAX：０９３－８６１－３００７

ＨＰ：http：//www.kyukishin.or.jp/

E-MAIL：kksinfo@kyukishin.or.jp

 各種事業で地域の中小企業を支援しています。

公益社団法人 九州機械工業振興会

教 育 研 修
クレーン運転士実技教習、玉掛け技能講習、

床上操作式クレーン運転技能講習、

非破壊技術者資格講習会、研修室の開放利用

材 料 試 験
引張試験、曲げ試験、圧縮試験、硬さ試験、

コンクリート圧縮試験、フィルム（ゴミ袋等）試験

機 械 加 工
精密機械による加工、各種機械の開放利用

（ジグボーラー、大型平面研削盤、ガンドリル）
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みなさまの明日を
� バックアップします。

ホームページ　http://www.fukuoka-cgc.or.jp/

北九州市商業総連合会
宮　﨑　敏　久会　　長

副 会 長
〃
〃
〃
〃

常　田　和　義（門　司）
甲　山　博　美（小倉北）
田　中　孝　文（小倉南）
大　和　裕　二（八　幡）
安　部　研　一（若　松）

〒 802―0082　小倉北区古船場町 1-35  北九州市立商工貿易会館内
　　　  TEL 093―531―0127　 FAX 093―531―0399

迎　　　　春迎　　　　春
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内科・神経内科

（ものわすれ外来）

リハビリテーション科

診療時間：月～金

午前 ～

午後 ～

北九州市 
認知症疾患医療センター指定 

たつのおとしご

クリニック

最新のＭＲＩ完備 

予約なしで、その日に

検査ができます。

介護と医療の総合デパート 【本部】 〒805-0048 

北九州市八幡東区大蔵 3 丁目 2-1 

TEL:093-652-3939 / FAX:652-3999 

URL：http://n-sato.com 

合計３２事業展開

特定社会福祉法人 理事長
芳賀　晟壽

迎　　　　春迎　　　　春
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　本連合会では、時代や経済の変化とともに会員規定を見直し、従来の正会員
（協同組合等）を「１号会員」とし、賛助会員のうち法人や法人を構成員とす
る団体を「２号会員」として、本連合会の運営に参画いただき、幅広い意見等
を取入れ組織の活性化と拡大を図っています。
　つきましては、本連合会の概要と趣旨をご理解のうえ、積極的にご加入いた
だきますようご案内申し上げます。

記

１　加　入　方　法　下記申込書にご記入のうえ、切り離してご投函ください
２　会　　　　　費　「１号会員」　出資金による差等割
　　　　　　　　　　「２号会員」及び「賛助会員」　年額　10,000円
　　　　　　　　　　※ご加入後に会費の請求をさせていただきます。
３　事 業 の 利 用 料　（１）会が主催する講演会、講習会、研究会等は無料
　　　　　　　　　　　　　但し、懇親会等は実費を負担願います。
　　　　　　　　　　（２）FAX通信及びホームページ利用は事前に事務局へ
　　　　　　　　　　　　　ご相談ください。

会 員 加 入 の ご 案 内



自
　

見
　

榮
　

祐

１　沿　　革
　　昭和29年９月21日　任意団体北九州中小企業団体連合会として発足
　　昭和43年12月５日　北九州中小企業協同組合連合会として法人化
　　昭和50年８月22日　社団法人北九州中小企業団体連合会に組織変更
　　平成25年４月１日　一般社団法人北九州中小企業団体連合会に組織変更
　　　

２　事　　業
　　�　主に、講演会、シンポジウムの開催や会報の発行及び国、県、市などの中小企業施策

や研修会、講習会等をFAXにより情報提供を行なっています。
　　�　また、工業部会、商業部会、建設関連業部会、サービス業その他業種部会の４部会及

び金融税制委員会、情報委員会の２委員会を設置しており、各業界や業種の状況を把握
し、県や市に対する意見や要望を集約して、毎年、建議・陳情を行なっています。

３　会員資格
　　「１号会員」�北九州市、行橋市、豊前市、中間市、京都郡、築上郡、及び遠賀郡に事務

所を有する中小企業等協同組合、商店街振興組合、商工組合及び協業組合
　　「２号会員」�本法人の目的に賛同し、その事業に協力しようとする法人並びにこれらの

者を構成員とする団体
　　「賛助会員」�本法人の目的に賛同し、その事業に協力しようとする個人

会
員
加
入
申
込
書



●ポスター 
●チラシ 
●パンフレット 
●リーフレット 
●カタログ 
●ダイレクトメール 
●広報紙 
●自費出版 
●機関誌 
●書籍 
●文集 
●詩歌集 
●各種マニュアル 
●会議資料 
●封筒 
●さをり織り 
●冷凍うどん 
●古紙回収 
　　　　etc. 

本 部 ・ 工 場 　〒811―0119 粕屋郡新宮町緑ケ浜一丁目11番 1号 
TEL.（092）962―0764　FAX.（092）962―0768 

南 福 岡 営 業 所 　〒816―0934 大野城市曙町二丁目4番18号 
（福岡県身体障害者授産指導所）　 TEL.（092）501―7405　FAX.（092）501―7425 
博 多 営 業 所 　〒812―0046 福岡市博多区吉塚本町9番 15号 中小企業振興センタービル1階 

TEL.（092）611―2341　FAX.（092）501―7425 
古 賀 営 業 所 　〒811―3115 古賀市久保1343―3 

TEL.（092）944―4422　FAX.（092）944―4071 
な の み の 里 　〒811―3115 古賀市久保1343―3 

TEL.（092）944―4308　FAX.（092）944―4309 
デイサービスセンター 　TEL.（092）944―4096　FAX.（092）944―4309 
な の み 工 芸 　TEL.（092）944―4419　FAX.（092）944―4071 

北中連だより� 平成30年１月31日発行　2018年新春号　通巻127号
自　見　榮　祐
池　田　昭　信

・障害者支援施設　福岡コロニー
・障害福祉サービス事業所　わーくはうすコロニー
・障害福祉サービス事業所　福岡福祉工場
・障害者支援施設　福岡県障害者就労支援ホーム　あけぼの園
・障害福祉サービス事業所　なのみ工芸
・障害者支援施設　なのみの里
・古賀市障害者生活支援センター　咲
・障害者就業・生活支援センター　ちどり
・共同生活援助事業所　グループホームかづるⅠ・Ⅱ
・相談支援事業所　福岡コロニー

〒816-0934 大野城市曙町二丁目４-18
（福岡県障害者就労支援ホーム あけぼの園）
TEL.（092）501-7405　FAX.（092）501-7425
〒812-0046 福岡市博多区吉塚本町９番15号
中小企業振興センタービル１階
TEL.（092）611-2341　FAX.（092）501-7425
〒811-3115 古賀市久保1343-3
TEL.（092）944-4422　FAX.（092）944-4071
〒811-3115 古賀市久保1343-3
TEL.（092）944-4308　FAX.（092）944-4309

TEL.（092）944-4419　FAX.（092）944-4071

南福岡営業所

本部・工場

博多営業所

古賀営業所

なのみの里

なのみ工芸

社会福祉法人　福岡コロニーukuoka

olony

〒811-0119　福岡県糟屋郡新宮町緑ケ浜一丁目 11 番 1 号

TEL.（092）962-0764　FAX.（092）962-0768

http://www.fukuoka-colony.net
印刷全般・さをり織り・製麺（冷凍うどん）

ポスター　チラシ　パンフレット　リーフレット　カタログ
ダイレクトメール　自費出版　広報誌　機関誌　書籍　文集
詩歌集　各種マニュアル　会議資料　帳簿　封筒 etc.

迎　　　　春迎　　　　春
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